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森の国まつのにゆるキャラ誕生!!

のぶしくんいよびじんちゃん



2２０１２.５月

町政の基本方針と重点施策

平
成
24
年
度
町
政
の
基
本
方
針
と
重
点
施
策

町
民
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り

　

自
治
体
の
財
政
状
況
の
急
激
な
逼
迫
や
、
住
民
の
価
値
観
の
多
様
化
、
地
方
分
権
改
革
等

に
よ
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
変
化
が
進
む
中
、
地
域
課
題
を
克
服
し
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
を
す
す
め
る
た
め
に
は
、
住
民
と
行
政
が
相
互
の
自
主
性
・
主
体
性
を
尊
重
し
、
互
い
に

理
解
し
合
い
、
役
割
と
責
任
を
分
担
し
な
が
ら
、
共
通
の
目
的
、
目
標
に
向
か
っ
て
連
携
し
、

相
乗
効
果
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
開
か
れ
た
住
民
参
加
型
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
強
化
や
町
民
と
の
協
働
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
等
の
育
成
、
支
援
を

行
う
。

　

本
町
は
、滑
床
渓
谷
や
広
見
川
、奥
内
の
棚
田
な
ど
の
美
し
い
自
然
景
観
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

景
観
形
成
計
画
に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
の
森
林
、
河
川
、
農
地
な
ど
の
環
境
を
損
な
う
こ
と
の

な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、
道
路
網
な
ど
の
生
活
基
盤
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
森
の

国
さ
く
ら
の
会
を
中
心
と
し
た
植
樹
、
植
花
活
動
等
を
支
援
し
、
農
村
環
境
の
保
全
に
努
め

る
。
ま
た
、
環
境
に
や
さ
し
い
循
環
型
社
会
の
形
成
の
た
め
、
町
民
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、

廃
棄
物
の
減
量
化
と
分
別
収
集
リ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
太
陽
光
や
水
力
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

少
子
高
齢
化
が
一
段
と
進
行
す
る
中
で
、
地
域
に
密
着
し
た
保
育
の
実
施
、
保
護
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
な
ど
、
子
育
て

支
援
事
業
に
よ
り
、
地
域
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
異
常
気
象
や
近
い
将
来
に
予
測
さ
れ
て
い
る
南
海
地
震
な
ど

の
災
害
か
ら
地
域
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
た
め
、
消
防
防
災
設
備
の
充
実
、
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
く
総
合
的
な
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
の
強

化
に
努
め
、
自
助
、
公
助
、
共
助
に
よ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
。

　

高
度
情
報
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
携
帯
電
話
不
感
地
域
解
消
の
た
め
の
計
画
的
な
設

備
整
備
と
鬼
北
地
域
情
報
通
信
施
設
に
よ
る
放
送
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
に
よ
り
、
情
報
通
信
格
差
是
正
に
努
め
る
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
共
助
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
自
然
と
調
和
し
た
潤
い
の
あ
る
地
球
環
境
の
構
築

・
景
観
形
成
計
画
の
推
進

・
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
推
進

・
植
樹
、
植
花
活
動
等
に
よ
る
農
村
環
境
の
保
全

・
子
育
て
支
援
施
策
の
推
進
と
安
全
・
安
心
な
環
境
整
備

・
防
災
対
策
の
推
進
と
地
域
防
災
力
の
強
化

・
交
通
通
信
基
盤
の
整
備

地
域
力
を
再
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

国
際
化
競
争
が
激
化
し
、
農
林
産
物
の
価
格
が
依
然
と
し
て
低
迷
を
続
け
る
中
、
消
費
者

の
食
の
安
全
・
安
心
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
ど
、
農
林
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
は
、過
疎
と
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
、耕
作
放
棄
地
の
増
大
、

有
害
獣
被
害
の
拡
大
に
よ
る
生
産
意
欲
の
低
下
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
総
合
営
農
指
導
拠
点
施
設
や
㈱
農
林
公
社
、
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
生
産
、
流
通
、
販
売
体
制
の
充
実
強
化
と
新
規
就
農
者
の
育
成
や
認
定
農
業
者
の
確
保

支
援
、
農
林
地
の
保
全
に
努
め
る
。
特
に
、
既
存
の
特
産
作
目
の
品
質
向
上
と
生
産
拡
大
の

た
め
、
積
極
的
な
支
援
と
土
づ
く
り
対
策
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
農
家
所
得
の
向
上
の
た
め
、

地
域
資
源
を
利
活
用
し
、
森
の
国
ブ
ラ
ン
ド
化
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

や
産
業
を
創
出
す
る
６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
ほ
か
、
地
産
地
消
、
食
育
を
組
み
合
わ
せ
た

農
業
振
興
策
を
展
開
す
る
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
は
、
猟
友
会
と
の
連
携
に
よ
り
駆
除
の
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

広
域
連
携
事
業
に
よ
る
対
策
を
推
進
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
獣
肉
の
有
効
利
用
の
た
め
の
解
体

処
理
加
工
施
設
整
備
計
画
推
進
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
等
運
営
体
制
を
構
築
す
る
。

　

商
工
業
は
、
大
型
店
の
進
出
や
厳
し
い
地
域
経
済
の
影
響
を
受
け
深
刻
な
状
況
で
あ
る
が
、

雇
用
の
創
出
を
最
大
の
目
標
と
し
て
、
人
材
育
成
や
事
業
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
新
分
野
進

出
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
商
工
会
の
実
施
す
る
活
性
化
推

進
事
業
へ
の
支
援
を
行
う
。

　

若
者
定
住
対
策
と
し
て
は
、
広
域
的
な
視
点
に
よ
り
就
業
機
会
の
拡
充
を
図
る
な
ど
、
若

者
の
流
出
を
抑
止
す
る
取
り
組
み
と
婚
活
支
援
策
を
展
開
す
る
。 

　

ま
た
、
地
域
財
産
で
あ
る
観
光
交
流
施
設
や
歴
史
文
化
施
設
、
農
林
業
施
設
と
の
連
携
に

よ
る
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
指
定
管
理
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
に
よ
る
観
光

交
流
事
業
の
推
進
に
努
め
る
。
さ
ら
に
、
広
域
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
や
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
、
南
予
い
や
し
博
２
０
１
２
関
連
ま
ち
お
こ

し
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
に
よ
り
集
客
力
を
向
上
さ
せ
、
地
域
活
性
化
を
図
る
。

・
農
業
支
援
体
制
の
強
化

・
特
産
品
開
発
、
６
次
産
業
化
の
推
進
と
土
づ
く
り
対
策

・
地
産
地
消
、
食
育
活
動
の
推
進

・
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化
と
処
理
加
工
施
設
整
備
計
画
の
推
進

・
産
業
振
興
に
よ
る
所
得
の
向
上
と
人
材
の
育
成

・
雇
用
環
境
の
整
備
と
若
者
定
住
施
策
の
推
進

・
観
光
交
流
産
業
の
活
性
化
と
体
制
整
備

・
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

・
ま
ち
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
等
の
交
流
事
業
に
よ
る
地
域
活
性
化



3 ２０１２.５月

町政の基本方針と重点施策
安
心
・
安
全
で
健
康
な
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

急
速
な
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
は
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
特

に
限
界
集
落
の
増
加
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
地
域
力
の
維
持
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
す
べ
て
の
町
民
が
健
康
で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
保
健
・
医
療
・
福

祉
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
す
る
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
健
康
増
進
、
疾
病
予
防
、
介
護
予
防
な
ど
、
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
・
予
防

対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
健
康
診
断
の
受
診
率
向
上
と
健
康
情
報
の
蓄
積
、
医
療
電
子

デ
ー
タ
の
連
動
に
よ
る
地
域
医
療
の
充
実
に
努
め
る
。
医
師
確
保
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
団
体
に
働
き
か
け
る
な
ど
、
医
師
不
足
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
う
。

　

ま
た
、
障
害
の
種
別
や
年
齢
に
よ
ら
ず
支
援
を
必
要
と
す
る
人
を
は
じ
め
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
地
域
全
体
で
平
時
か
ら
支
え
あ
う

体
制
づ
く
り
と
し
て
、
地
域
見
守
り
支
え
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
努
め
る
。

　

生
き
が
い
対
策
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
持
つ
知
識
、
経
験
、
技
能
等
が
有
効
に
発
揮
で

き
る
機
会
を
創
出
し
、
趣
味
、
ス
ポ
ー
ツ
、
生
涯
学
習
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
に
も

気
軽
に
参
加
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
。

　

ま
た
、
高
齢
化
が
一
段
と
進
行
す
る
状
況
を
踏
ま
え
、
在
宅
医
療
や
在
宅
福
祉
、
日
常
生

活
援
助
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
充
実
に
努
め
、
公
共
施
設
や
道
路
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推

進
す
る
。
加
え
て
、
交
通
や
移
動
の
手
段
を
必
要
と
す
る
人
の
対
策
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
見
直
し
な
ど
を
継
続
的
に
検
討
し
、
地
域
交
通
体
系
の
再
構
築
を
図
る
。

・
健
康
づ
く
り
・
予
防
対
策
・
地
域
医
療
の
充
実

・
地
域
見
守
り
支
え
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

・
生
き
が
い
対
策
の
推
進

・
地
域
交
通
体
系
の
再
構
築

豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間
性
や
郷
土
愛
を
育
む
た
め
に
は
、
自
然
と
と

も
に
学
び
遊
べ
る
環
境
づ
く
り
と
地
域
活
動
へ
の
参
加
機
会
の
拡
充
、
学
校
、
保
護
者
、
地

域
住
民
の
連
携
協
力
体
制
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
自
然
に
感
謝
し
自
然
と
の
共
生
を

目
指
す
「
人
心
緑
化
」
精
神
と
人
権
尊
重
を
教
育
の
基
本
理
念
と
し
て
位
置
付
け
、「
森
の
国

ま
つ
の
」
の
有
す
る
豊
か
な
自
然
と
薫
り
高
い
歴
史
文
化
資
源
や
地
域
の
人
材
を
活
用
し
た

教
育
の
実
践
や
人
づ
く
り
に
重
点
を
置
い
た
教
育
、
国
際
理
解
教
育
の
充
実
と
人
材
育
成
に

努
め
る
と
と
も
に
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
今
な
お
残
る
差
別
の
現
実

を
踏
ま
え
、
全
町
民
の
重
要
課
題
と
し
て
、
広
が
り
や
深
ま
り
の
あ
る
人
権
・
同
和
教
育
に

取
り
組
む
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
が
安
全
に
楽
し
く
学
ぶ
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
老
朽
化
が
見
ら
れ
る

施
設
の
改
修
を
実
施
す
る
。
特
に
築
後
40
年
を
経
過
し
た
松
野
中
学
校
は
平
成
26
年
３
月
完

成
を
目
指
し
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
耐
震
性
木
造
校
舎
に
建
て
替
え
る
。

　

社
会
教
育
で
は
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
活
動
の
充
実
に
努
め
、
住
民
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
生
涯
学
習
事
業
や
、
風
習
・
伝
統
文
化
の
継
承
、
世
代
間
交
流
に
よ
る
学
習
活

動
を
通
し
て
「
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
。

　

文
化
関
係
で
は
、
史
跡
河
後
森
城
跡
や
目
黒
山
形
模
型
関
係
資
料
な
ど
、
他
地
域
に
誇
れ

る
歴
史
文
化
遺
産
を
保
全
、
活
用
す
る
と
と
も
に
、
展
示
施
設
の
充
実
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

・
人
づ
く
り
に
重
点
を
置
い
た
教
育
の
推
進
と
支
援

・
国
際
化
に
対
応
し
た
人
材
育
成

・
広
が
り
と
深
ま
り
を
も
っ
た
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進

・
施
設
の
耐
震
化
対
策
等
、
教
育
環
境
の
充
実

・
風
習
・
伝
統
文
化
の
継
承
と
世
代
間
交
流
に
よ
る
学
習
活
動
の
推
進

・
歴
史
文
化
遺
産
の
保
全
、
活
用

行
財
政
改
革
の
推
進
と
自
治
組
織
の
活
性
化

　

少
子
・
高
齢
化
の
進
行
や
長
引
く
経
済
不
況
、
地
方
分
権
の
進
展
な
ど
、
町
政
を
取
り
巻

く
社
会
経
済
並
び
に
財
政
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
時
代
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、

行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
徹
底
し
た
自
己
改
革
を
す
す
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

本
町
の
財
政
は
、
地
方
交
付
税
や
譲
与
税
等
に
依
存
し
、
こ
の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ

や
す
い
体
質
で
あ
り
、
三
位
一
体
改
革
後
は
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
民
主

党
政
権
へ
の
交
代
に
よ
り
、
地
方
へ
の
財
政
支
援
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
時
の

危
機
的
状
況
か
ら
は
改
善
傾
向
に
向
か
っ
て
い
る
も
の
の
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
引
き
続
き
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、「
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
・
費
用
対
効
果
の
視
点
か
ら
事
務
事
業
を
再
構
築
し
、
定
員
管

理
及
び
給
与
の
適
正
化
、
組
織
機
構
の
見
直
し
、
施
設
の
統
廃
合
、
遊
休
施
設
・
遊
休
財
産

の
活
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、限
ら
れ
た
財
源
や
人
材
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、計
画
的
・

効
率
的
な
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
停
滞
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）
を
策
定
す
る
。

　

併
せ
て
、
町
民
の
理
解
と
信
頼
を
高
め
る
た
め
、
計
画
的
な
職
員
研
修
へ
の
参
加
に
よ
り

自
己
啓
発
を
強
化
す
る
な
ど
、
役
場
職
員
の
資
質
、
問
題
意
識
と
危
機
管
理
能
力
の
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、
元
気
な
活
気
あ
る
役
場
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
の
自
治
機
能
強
化
や
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
各
地
域
で
自
ら

が
策
定
し
て
い
る
地
域
計
画
の
実
践
と
地
域
資
源
の
活
用
を
促
す
と
と
も
に
、「
自
分
の
地
域

は
自
分
達
で
守
る
、
良
く
す
る
」
と
い
う
集
落
自
治
、
自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ
り
地
域
の
一

体
的
か
つ
自
立
的
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
を
図
る
。

・
第
５
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
推
進
プ
ラ
ン
の
実
施

・
遊
休
施
設
、
遊
休
財
産
の
活
用

・
行
政
組
織
機
構
の
効
率
化
と
健
全
財
政
の
堅
持

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）
の
策
定

・
職
員
研
修
、
自
己
啓
発
の
強
化

・
元
気
な
活
気
あ
る
役
場
づ
く
り
の
推
進

・
地
域
計
画
の
実
践
と
地
域
資
源
の
発
掘
活
用

・
集
落
自
治
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
支
援
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平成24年度当初予算の概要
　平成24年度の一般会計当初予算は、情報通信格差の是正、農林業の振興、いやし博を中心とした観光交流事業の
推進、教育施設の耐震化など、町が抱える懸案事項への対処と地域活性化を主眼として編成した結果、前年度比９
億8,000万円、33.8％増の38億８千万円となったところである。
　歳入の自主財源では、町税が景気低迷による個人所得並びに固定資産税・家屋分の減少に伴い、前年度比2.2％減
の２億4,618万２千円、分担金及び負担金は、携帯電話等エリア整備事業費事業者分担金の増や中山間地域総合整備
事業費分担金の新規計上により1.9％増の3,305万２千円、使用料及び手数料は住宅管理使用料過年度分の見込額を
満額計上したことから、4.3％増の3,898万８千円、財産収入は、携帯電話等エリア整備事業に係る鉄塔施設貸付金
の新規追加により198.2%増の438万７千円、繰入金は宇和島地区広域事務組合汚泥再生処理センターの用地取得費
に係る一般財源分5,000万円を財政調整基金より繰り入れたことから、2,047.5％増の5,244万１千円、諸収入は吉野
生山村広場補償金の減により、23.9％減の2,841万２千円、繰越金は最終の財源調整の結果1,600万円の計上となり、
これら自主財源の総額は前年度比5,681万３千円増の４億1,981万３千円で、歳入構成比は10.9%となっている。
　依存財源では、地方譲与税及び利子割交付金等の各種交付金（２款～８款、10款）は、前年度決算見込ベースに
地方財政計画の伸び率等を反映させ、合計では前年度比1,180万円、12.3％の減としている。主要財源である地方交
付税は、前年度比811億円、0.5％増となっているが、本町の交付見込額は、町債の償還額減少に伴う公債費算入額
の減や包括算定経費の減を考慮した結果、平成23年度決算見込額に比べ1,300万円、0.8％減の16億9,800万円程度と
推計している。この内、当初予算では、すべての財源調整後、16億5,000万円を計上したことから、年度途中の補正
財源としては約4,800万円を保留している状況である。
　国庫支出金は、道路新設改良費に係る社会資本整備総合交付金や松野中学校建設費に係る学校施設環境改善交付
金の増により、前年度比107.4％増の４億2,852万２千円、県支出金は、緊急雇用創出事業費補助金の減などにより、
3.8％減の２億1,480万円となっている。
　町債は、地方交付税の補填措置である臨時財政対策債が、昨年度に引き続き、地方財政計画において財政健全化
により縮減され、前年度比14.3％減の１億2,336万４千円となっているが、過疎対策事業債が松野中学校建設事業費
などにより前年度比６億5,700万円の大幅増となったため、前年度比157.0％増の10億8,306万４千円の発行を見込ん
でいる。
　歳出では、義務的経費のうち人件費は、職員数の減などにより、前年度比2.7％減の５億5,355万１千円、公債費は、
近年継続している新規地方債の発行抑制策により、前年度比12.5％減の４億6,881万７千円となっている。
　普通建設事業などの投資的経費の主なものは、携帯電話等エリア整備事業や柚子搾汁施設プラント整備事業費補
助金、中山間地域総合整備事業、道路新設改良事業、がけ崩れ防災対策事業、松野中学校建設事業などで、前年度
比277.0％増の14億603万２千円と、平成15年度以来の大型予算となっている。
　このほかの政策的経費は、重点施策に基づいてソフト事業を中心に編成しており、子ども医療費助成事業、緊急
雇用創出事業、子宮頚がん等ワクチン接種事業、有害鳥獣駆除対策の強化、特産品ブランド化基本計画の策定、虹
の森公園青空市場等ＰＯＳ販売管理システムの導入、松野東バイパス開通記念式典の開催、防災情報システムの活用、
小中学校電子黒板の導入、町内遺跡発掘調査並びに文化的景観の調査など、国県補助金や過疎対策事業債を有効に
活用しながら実施することとしているほか、高速道路延伸に伴ういやし博関連観光交流事業費として、1,493万円を
計上している。
　また、特別会計６会計の当初予算規模は17億6,000万円で、前年度比１億4,800万円、9.2％の増となり、一般会計
を合わせた全会計の当初予算規模は56億4,000万円、前年度比11億2,800万円、25.0％増となっている。
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平成24年度当初予算の概要

一般会計　38億8,000万円 特別会計　17億6,000万円

歳　出 歳　入

公債費

468,817

（12.1％）

民生費

686,208

（17.7％）
教育費

1,170,897

（30.2％）

総務費

734,829

（18.9％）

　農林水産業費
　220,030（5.7％）

商工費　138,300（3.6％）
消防費　17,014（0.4％）

　　衛生費　156,743（4.0％）

議会費　32,893（0.8％）

その他　7,004（0.2％）

歳　出

3,880,000

単位：千円

土木費
228,891（5.9％）

労働費　18,374（0.5％）

地方交付税

1,650,000

（42.5％）

町　債
1,083,064
（27.9％）

県支出金
214,800（5.5％）

町　税
246,182
（6.4％）

国庫支出金
428,522（11.0％）

諸収入　28,412（0.7％）

使用料及び手数料
38,988（1.0％）

地方譲与税
41,000（1.1％）

分担金及び負担金　33,052（0.9％）

地方消費税交付金　32,000（0.8％）

地方特例交付金　1,000（0.0％）

その他　74,979（1.9％）

自動車取得税交付金　8,001（0.2％）

歳　入

3,880,000

単位：千円

平成24年度
全 会 計 一 覧

会 計 名 当初予算額

一 般 会 計
千円

3,880,000

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 614,000

中央診療所特別会計 300,000

簡易水道特別会計 149,000

住 宅 新 築 資 金 等
貸付事業特別会計 10,000

介護保険特別会計 624,000

後 期 高 齢 者 医 療
保険事業特別会計 63,000

特 別 会 計 小 計 1,760,000

一般会計・特別会計
合　　計 5,640,000

一般会計歳出〔投資的経費の主なもの〕
単位：千円

◆総務費

　町有林保育管理委託料

　携帯電話等エリア整備事業費

◆衛生費

　保健センター駐車場等舗装事業費

　小型合併処理浄化槽設置費補助金

　住宅用太陽光発電システム設置費補助金

　リサイクルセンター古紙保管用屋根設置事業費

　古井谷集会所改修事業費

◆農林水産業費

　有害獣防護施設設置費補助金

　柚子搾汁施設プラント整備事業費補助金

　育苗施設作業棟改修（断熱）事業費

　中山間地域総合整備事業費

　南予産木造住宅建設促進事業費補助金

　広域基幹林道整備事業費

◆商工費

　虹の森公園集中管理システム改修事業費

1,000

116,800

1,340

4,080

960

889

2,600

2,226

46,610

1,896

5,910

4,000

16,636

1,386

◆土木費

　道路維持事業費

　道路新設改良費

　県土木建設事業費負担金

　がけ崩れ防災対策事業費

　住宅改修事業費

　公有財産購入費

　木造耐震改修事業費補助金

◆消防費

　消防施設費

◆教育費

　小学校施設改修事業費

　中学校建設事業費

　史跡河後森城跡環境整備事業費

◆その他

38,645

102,585

3,300

30,380

20,013

300

1,680

257

2,845

964,411

19,461

15,004
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平成24年第１回　松野町議会定例会

報　
告

　

◎
松
野
町
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
等
の
報
告
に
つ
い
て

　

◎
鬼
北
土
地
開
発
公
社
に
関
す
る
報
告
に
つ
い
て

議
　
案

　

◎
松
野
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
条
例
に
つ
い
て

　

◎
松
野
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

◎
松
野
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

◎
松
野
町
母
子
家
庭
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

◎
松
野
町
子
ど
も
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

◎
松
野
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

◎
松
野
町
総
合
営
農
指
導
拠
点
施
設
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

◎
平
成
24
年
度
松
野
町
一
般
会
計
予
算

　

◎
平
成
24
年
度
松
野
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　

◎
平
成
24
年
度
松
野
町
国
民
健
康
保
険
中
央
診
療
所
特
別
会
計
予
算

　

◎
平
成
24
年
度
松
野
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算

　

◎
平
成
24
年
度
松
野
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

　

◎
平
成
24
年
度
松
野
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　

◎
平
成
24
年
度
松
野
町
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

　

◎
平
成
23
年
度
松
野
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

◎
平
成
23
年
度
松
野
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

◎
平
成
23
年
度
松
野
町
国
民
健
康
保
険
中
央
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

◎
平
成
23
年
度
松
野
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

◎
平
成
23
年
度
松
野
町
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

◎
松
野
町
河
川
公
園
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

◎ 

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

▼
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

同
　
意

　

◎
山
林
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

▼
小
西
荘
二
郎
氏
・
真
田　

格
氏
・
松
岡
一
徳
氏
・
福
田　

寛
氏
・
田
中
春
樹
氏
・
古
谷　

毅
氏
・
松
田
尊
司
氏
・

河
野
隆
司
氏
・
松
崎
勝
喜
氏
・
吉
本
哲
也
氏
・
藤
井
希
一
氏
・
松
岡
廣
明
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
24
年
第
１
回
松
野
町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
９
日
に
招
集
さ
れ
、
９
日
、
12
日
、
27
日
に
提
出
議
案
な
ど
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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一般質問
森
岡
　
健
治 

議
員

風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

 　

21
世
紀
に
入
り
、
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
地
球
環
境
問
題
が
顕
在
化
し
、
気
候
変

動
枠
組
み
条
例
締
約
国
会
議
で
約
束
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
京
都
議
定
書
」
が
発
効
さ
れ
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
が
重
要
と

な
っ
て
き
て
い
る
今
日
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
風
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
有
力
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
稼
働
中
に
は
、
二
酸
化
炭
素
・
硫
黄
酸
化
物

等
の
大
気
汚
染
物
質
の
排
出
を
伴
わ
な
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
ま
た
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
中
で
は
経
済
的
に
も
有
望
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
地
で
導
入
促
進
が
検
討
・
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
隣
で
は
、「
梼
原
町
」
が
１
，
２
０
０
ｋʷ
の
風
車
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
町
長
の
今
後
の
取
り
組
む
施
政
を
お
尋
ね
致
し
ま
す
。

︻
町
長
答
弁
︼

　

京
都
議
定
書
は
、
１
９
９
７
年
12
月
、
気
候
変
動
枠
組
条
約
の
締
約
国
の
う
ち
、
先
進
国

を
中
心
と
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
ま
た
は
抑
制
を
義
務
付
け
、
そ
の
目
標
数
値
の
達
成
を

定
め
て
い
る
も
の
で
す
が
、
現
状
と
し
て
は
削
減
対
策
が
全
く
進
ま
ず
、
減
少
ど
こ
ろ
か
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
１
９
９
０
年
を
基
準
と
し
て
６
％
の
削
減
目
標
を
掲
げ
て
お
り
ま
す

が
、
２
０
０
８
年
に
発
表
さ
れ
た
総
排
出
量
は
、
逆
に
６
・
２
％
増
加
し
、
深
刻
な
状
況
に

あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

森
岡
議
員
が
申
さ
れ
る
と
お
り
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
は

前
述
の
状
況
か
ら
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
福
島
の
原
発
事
故
以
来
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

策
の
転
換
が
大
き
く
と
り
ざ
た
さ
れ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
が
法
的
整
備

も
含
め
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
の
み
な
ら
ず
民
間
事
業
者
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
基
幹
電
源
で
あ
っ
た
原
子
力
発
電
は
、
現
在
、
北
海
道
電
力
・
泊
発
電
所
１
基
、

東
京
電
力
・
柏
崎
発
電
所
１
基
の
み
の
運
転
と
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
電
力
供
給
並
び
に
地

球
温
暖
化
防
止
・
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
の
点
に
お
い
て
太
陽
光
、
風
力
や
水
力
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
有
効
な
手
段
と
考
え
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
質
問
の
風
力
発
電
に
つ
い
て
で
す
が
、
ご
存
知
の
よ
う
に
、
風
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
プ
ロ
ペ
ラ
回
転
に
よ
っ
て
起
電
力
を
生
み
だ
す
発
電
方
式
で
、
化
石
燃
料
を
使
用
す

る
こ
と
な
く
、
風
力
と
い
う
無
尽
蔵
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
点
か
ら
、
二
酸
化
炭
素
発
生

量
の
削
減
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
夜
間
で
も
発
電
可
能
で
あ
る
こ
と
、

比
較
的
発
電
コ
ス
ト
が
低
い
な
ど
、メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
伊
方
町
で
は
、平
成
15
年
以
来
、

地
域
経
済
へ
の
刺
激
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
、
地
球
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
58
基
も
の
風
車
が
建

設
さ
れ
て
お
り
、
高
知
県
梼
原
町
で
も
２
基
の
風
車
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
風
速
の
変
動
に
伴
い
、
出
力
さ
れ
る
電
圧
な
ど
が
需
要
と
関
係
な
く
変

動
す
る
こ
と
、
観
光
地
に
お
い
て
は
景
観
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
、
特
に
騒
音
被
害
や
低
周
波

に
よ
る
人
体
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
実
際
に
訴
訟
問
題

に
発
展
し
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
本
町
で
の
風
力
発
電
設
備
の
設
置
可
能
性
を
考
え
て
み
る
と
、
ま
ず
第

１
に
安
定
的
な
風
力
が
得
ら
れ
る
か
が
問
題
と
言
え
ま
す
。
常
時
風
速
７
・
０
ｍ
／
秒
以
上

の
風
を
得
ら
れ
る
環
境
で
な
い
と
、
十
分
な
発
電
量
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

計
画
地
の
数
年
に
わ
た
る
風
況
い
わ
ゆ
る
平
均
風
速
と
風
の
方
向
な
ど
を
十
分
調
査
し
、
発

電
し
な
い
リ
ス
ク
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

第
２
点
目
と
し
て
、
強
す
ぎ
る
風
つ
ま
り
台
風
時
に
お
け
る
対
策
が
問
題
と
言
え
ま
す
。

風
速
25
ｍ
／
秒
を
超
え
る
よ
う
な
強
い
風
の
場
合
、
風
車
の
羽
根
の
回
転
速
度
が
高
速
に
な

る
た
め
、
駆
動
部
分
の
破
壊
や
本
体
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
と
い
っ
た
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

第
３
点
目
と
し
て
は
、
プ
ロ
ペ
ラ
の
回
転
に
よ
り
発
生
す
る
低
周
波
音
が
問
題
点
と
な
り

ま
す
。
住
宅
地
に
近
い
場
所
で
は
、
睡
眠
障
害
、
体
調
不
良
と
い
っ
た
ク
レ
ー
ム
が
頻
発
し

て
お
り
、
社
会
問
題
と
も
な
り
ま
す
。

　

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
点
も
考
慮
し
、
住
民
の
理
解
と
、
そ
の
対
策
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
可
能
性
も
含
め
、
慎
重
な
協
議
検
討
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
は
、
世
界
的
な
課
題
で
あ
り
、
地
理
的
条
件
等
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
水
力
、
風
力
、
太
陽
光
発
電
の
う
ち
、
本
町
に
見
合
っ
た
施
策
の
展
開
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
本
年
度
に
お
い
て
は
、
松
野
中
学
校
の
建
て
替
え
に
あ
わ
せ
た
太
陽

光
発
電
の
導
入
、
個
人
住
宅
へ
の
設
置
補
助
制
度
を
創
設
し
、
普
及
啓
発
を
努
め
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
力
発
電
に
つ
い
て
も
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
等
と
連
携
し
、
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
そ
の
方
向

性
を
町
民
と
と
も
に
考
え
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

恵
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、
全
町
民
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。



1２０１２.５月

一般質問
村
尾
　
重
利 

議
員

農
業
振
興
に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
振
興
は
、
作
目
を
絞
り
込
ん
で
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
専
門
的
な
能
力
を
持
っ
た
職
員
を
育
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

観
光
施
設
運
用
に
つ
い
て 

　

観
光
施
設
は
年
々
古
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
修
理
等
の
た
め
多
額
の
費
用
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
そ
の
財
源
の
見
通
し
及
び
利
用
客
を
増
や
す
た
め
の
具
体
的
な
見
通
し
を
お
尋

ね
い
た
し
ま
す
。

︻
町
長
答
弁
︼

　

ま
ず
、
１
点
目
の
農
業
振
興
施
策
に
つ
い
て
、
作
目
を
絞
り
込
ん
で
取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
か
と
の
ご
質
問
で
あ
り
ま
す
が
、
本
町
の
代
表
的
な
特
産
作
目
で
あ
る
桃
、
茶
、
ユ
ズ
、

梅
の
４
品
目
に
つ
い
て
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
消
費
者
の
嗜
好
の
多
様
化
な
ど
紆
余
曲
折

は
あ
り
ま
し
た
が
、
生
産
者
の
長
き
に
わ
た
る
努
力
に
よ
っ
て
県
下
有
数
の
産
地
と
し
て
の

評
価
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
後
継
者
確
保
や
有
害
鳥
獣
対
策
な

ど
の
難
問
は
抱
え
て
い
る
も
の
の
、
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
指
導
支
援
と
ア
グ
リ
レ
ス

キ
ュ
ー
等
の
活
用
に
よ
り
こ
れ
ら
の
問
題
を
克
服
し
て
、
産
地
と
し
て
の
更
な
る
発
展
を
目

指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
本
町
で
は
、
農
協
の
生

産
部
会
が
受
け
皿
と
な
っ
て
、
キ
ュ
ウ
リ
、
モ
ロ
ッ
コ
イ
ン
ゲ
ン
、
イ
チ
ゴ
、
ピ
ー
マ
ン
な

ど
各
種
野
菜
の
生
産
振
興
に
取
り
組
み
、
そ
の
時
々
で
収
益
を
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
生
産
農
家
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
資
材
や
燃
料
コ
ス
ト
の
高
騰
、
価
格
競
争
の

激
化
な
ど
の
要
因
で
次
第
に
生
産
者
が
淘
汰
さ
れ
生
産
量
も
減
少
し
、
産
地
と
し
て
の
存
在

感
、競
争
力
が
低
下
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
は
、

農
林
公
社
が
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
マ
ン
ゴ
ー
、
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
な
ど
新
規
作
目
の
試
験
的
導

入
に
３
年
前
か
ら
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
採
算
ラ
イ
ン
に
は
乗
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
農

林
公
社
で
は
将
来
的
に
収
益
が
期
待
で
き
る
事
業
と
判
断
し
て
お
り
、
あ
る
程
度
実
証
が
で

き
れ
ば
町
内
の
農
家
に
も
普
及
さ
せ
て
、
産
地
を
形
成
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
本
町
の
振
興
作
目
と
し
て
は
、
ま
ず
桃
、
茶
、
ユ
ズ
、
梅
の
主

要
４
品
目
を
し
っ
か
り
守
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
予
算
も
し
っ
か
り
確
保
し
て
、
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
支
援
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

と
並
行
し
て
、
時
代
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
つ
か
ん
だ
新
し
い
作
目
に
つ
い
て
も
、
常
に

ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
導
入
の
可
能
性
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
点
、
専
門
的
な
能
力
を
持
っ
た
職
員
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
村
尾
議
員
の
意
見
に

ま
さ
し
く
同
感
で
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
農
協
の
営
農
指
導
員
や
県
の
普
及
員
が
常
駐
し
、

農
家
の
戸
別
指
導
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
農
協
や
普
及
所
の
担
当
職
員
が
減
少
す
る

中
で
、
農
家
へ
の
指
導
支
援
が
手
薄
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
ま
た
、
町

職
員
に
は
人
事
異
動
が
あ
り
、
今
の
松
野
町
役
場
の
組
織
体
制
で
、
営
農
指
導
専
門
の
技
術

職
員
を
育
成
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
昨
年
７
月

に
稼
働
を
始
め
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
鬼
北
営
農
セ
ン
タ
ー
、

南
予
地
方
局
鬼
北
農
業
指
導
班
の
専
門
的
な
能
力
を
持
っ
た
担
当
者
、
さ
ら
に
は
農
林
公
社

の
ア
グ
リ
レ
ス
キ
ュ
ー
担
当
者
も
加
え
て
、
農
家
を
巡
回
し
て
農
作
業
や
経
営
の
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
専
門
技
術
者
に
よ
る
農
家
指
導
は
、
今

後
ま
す
ま
す
必
要
性
が
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
組
織
の
拡
充
強
化
も
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
幸
い
、
愛
媛
県
で
は
、
県
の
技
術
職
員
の
Ｏ
Ｂ
、
具

体
的
に
は
普
及
指
導
員
の
退
職
者
に
つ
い
て
、
各
市
町
の
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
派
遣
す
る

事
業
を
予
定
さ
れ
て
お
り
、
本
町
で
も
利
用
が
で
き
る
か
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
２
点
目
の
観
光
施
設
の
修
繕
に
要
す
る
財
源
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。
森
の
国

ホ
テ
ル
等
の
滑
床
観
光
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
観
光
事
業
特
別
会
計
に
積
み
立

て
た
財
政
調
整
基
金
や
、
国
か
ら
の
各
種
交
付
金
を
財
源
と
し
て
、
大
規
模
な
改
修
工
事
を

数
回
に
わ
た
り
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
森
の
国
ホ
テ
ル
で
は
、
平
成
21
年
春
に

Ｊ
Ｒ
四
国
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
が
指
定
管
理
者
と
な
っ
た
際
に
、
同
社
の
負
担
に
お
い
て
客
室
の

内
装
、
設
備
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
大
規
模
改
修

の
予
定
と
し
て
は
、
森
の
国
ホ
テ
ル
、
森
の
国
ロ
ッ
ジ
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
万
年
荘
に
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
導
入
し
て
自
然
体
験
の
拠
点
と
す
る

構
想
が
あ
り
、
環
境
省
の
直
轄
事
業
と
し
て
実
施
し
て
も
ら
う
よ
う
に
要
望
を
続
け
て
お
り

ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
は
実
現
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
引
き

続
き
粘
り
強
く
、
国
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　

一
方
、
河
川
公
園
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
オ
ー
プ
ン
以
来
15
年
が
経
過
し
て
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
お
さ
か
な
館
の
ペ
ン
ギ
ン
舎
な
ど
展
示
設
備
関
係
の
大
規
模
改

修
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
部
門
で
は
実
績
が
な
く
、
今
後
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
競
争
力
の
あ
る
施
設
へ
の
転
換
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
23
年
度

か
ら
青
空
市
場
、
ガ
ラ
ス
工
房
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
中
心
に
し
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
構
想
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
先
進
事
例
な
ど
を
参
考
に
し
つ
つ
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
林
水
産
省
や
国
土
交
通
省
の
有
利

な
補
助
事
業
と
過
疎
対
策
事
業
債
を
組
み
合
わ
せ
、
な
る
べ
く
町
財
政
の
負
担
を
軽
減
す
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
観
光
客
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
平

成
24
年
度
は
高
速
道
路
宇
和
島
延
伸
と
え
ひ
め
南
予
い
や
し
博
２
０
１
２
の
開
催
と
い
う
、

ま
さ
に
本
町
の
観
光
に
と
っ
て
千
載
一
遇
の
好
機
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
末
に
は
高

知
自
動
車
道
の
窪
川
延
伸
と
い
う
要
素
も
あ
り
、
松
野
町
、
鬼
北
町
、
四
万
十
市
、
四
万
十

町
と
い
う
予
土
県
境
の
４
市
町
が
、
四
万
十
川
を
共
通
の
切
り
口
と
し
て
お
お
い
に
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
可
能
性
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
追
い
風
を
確
実
に
す
る
た
め
、

ま
ず
は
本
町
で
は
、
い
や
し
博
な
ど
観
光
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
万
全
を
期
す
こ
と
を
最

優
先
と
し
、
特
産
品
の
開
発
、
観
光
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
造
成
、
着
地
型
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
育

成
な
ど
関
連
す
る
事
業
を
連
携
さ
せ
て
、
観
光
施
設
の
利
用
者
増
加
に
つ
な
げ
て
い
く
所
存

で
す
。
具
体
的
な
誘
客
手
段
は
、
指
定
管
理
者
と
協
議
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
施
設
の
管
理
運
営
を
指
定
管
理
者
に
一
任
す
る
の
で
は
な
く
、
互
い
に

建
設
的
な
意
見
を
闘
わ
せ
つ
つ
十
分
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
観
光
振
興
に
よ
る
地
域
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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一般質問
稲
田
　
溜 

議
員

自
主
防
災
組
織
の
現
状
と
今
後
の
指
導
対
策
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
11
月
27
日
、
全
町
に
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
ろ
う
」
と
い
う
心
構
え
と
態
勢
が
整
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
各
部
落
の
活
動
の
実
態
と
そ
の
結
果
と
し
て
課
題
を
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。
支

援
体
制
の
構
築
の
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
考
え
で
あ
る
か
。
お
尋
ね
い
た

し
ま
す
。

放
置
林
解
消
の
た
め
の
間
伐
材
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

　

木
材
資
源
に
恵
ま
れ
た
当
町
で
あ
り
な
が
ら
、
用
材
と
し
て
利
用
で
き
な
い
小
径
材
や
曲

材
は
山
に
放
置
さ
れ
、
ま
た
、
間
材
も
さ
れ
ず
、
森
林
の
機
能
低
下
（
森
林
の
も
つ
多
面
的

機
能
）
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

間
伐
材
の
利
用
促
進
を
は
か
る
こ
と
は
、
林
業
の
活
性
化
の
一
助
に
も
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
化
石
燃
料
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
﹃
木
質
ペ
レ
ッ
ト
﹄

の
製
造
及
び
そ
の
利
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

︻
町
長
答
弁
︼

　

稲
田　

溜
議
員
の
ご
質
問
の
「
自
主
防
災
組
織
の
現
状
と
今
後
の
指
導
対
策
に
つ
い
て
」

答
弁
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
１
点
目
の
「
各
部
落
の
活
動
の
実
態
と
そ
の
結
果
と
し
て
課
題
を
把
握
さ
れ
て
い
る

か
。」
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
11
月
に
町
全
域
で
自
主
防
災
会
を
結
成
し
て
以
降
、
年
間
を

通
じ
各
地
区
自
主
防
災
会
単
位
で
、
初
期
消
火
訓
練
や
応
急
手
当
訓
練
、
避
難
訓
練
な
ど
各

種
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
町
で
も
結
成
後
の
組
織
の
育
成

や
支
援
を
図
る
た
め
、
県
の
補
助
事
業
や
宝
く
じ
助
成
等
を
活
用
し
て
各
自
主
防
災
会
に
対

し
防
災
資
機
材
を
配
備
す
る
ほ
か
、
町
単
独
の
補
助
要
綱
に
よ
る
資
機
材
の
購
入
や
防
災
訓

練
の
実
施
に
対
す
る
経
費
の
補
助
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
主
な
取

組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
と
、
各
自
主
防
災
会
が
中
心
と
な
っ
て
災
害
時
要
援
護
者
登
録
台
帳

の
整
備
や
更
新
を
行
っ
て
い
る
他
、
平
成
20
年
度
に
愛
媛
県
の
補
助
を
受
け
て
蕨
生
地
区
自

主
防
災
会
で
実
施
し
た
「
愛
媛
県
災
害
時
要
援
護
者
支
援
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」
や
平
成

22
年
３
月
に
実
施
し
ま
し
た
「
松
野
町
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
推
進
事
業
」
に
つ
き
ま
し

て
も
各
自
主
防
災
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
実
施
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
に
は
松
丸
地
区
に
お
い
て
、
南
予
地
方
局
と
の
共
催
に
よ
り
南
海
地
震

を
想
定
し
た
本
町
初
の
本
格
的
な
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
ほ
か
、
本
年
で
３
回
目
と
な
る
防

災
フ
ェ
ア
に
つ
い
て
も
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
内
容
を
充
実
さ
せ
防
災
意
識
の
高
揚
が
図
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
区
に
よ
っ
て
は
活
動
の
温
度
差
、
格
差
も
出
て
き
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
り
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
は
地
域
住
民
主
体
の
自
主
的
な
組
織
で
あ
り
ま
す
が
、
組
織

を
活
発
に
活
動
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
行
政
と
し
て
東
南
海
・
南
海
地
震
の
よ
う
な
大
規
模

災
害
に
備
え
る
た
め
に
日
頃
の
訓
練
の
重
要
性
を
周
知
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
よ
う
な
活
動
に
つ
い
て
は
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
り
、

日
頃
か
ら
隣
近
所
で
の
助
け
合
い
の
精
神
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
町
に
お

い
て
も
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
中
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
災
害
弱
者
に

対
す
る
更
な
る
支
援
体
制
の
強
化
や
幼
い
こ
ろ
か
ら
知
識
や
行
動
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
小
中

学
生
等
青
少
年
へ
の
防
災
教
育
を
推

進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
２
点
目
の
「
支
援
体
制
の
構
築

の
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
組
ま

れ
る
考
え
で
あ
る
か
。」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
防
災
拠
点

で
あ
る
役
場
機
能
の
充
実
強
化
を
図

る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
各
地
区
の

自
主
防
災
会
に
お
い
て
も
大
規
模
災

害
に
備
え
た
資
機
材
や
装
備
の
整
備

を
図
り
、
日
頃
の
訓
練
や
防
災
教
育

を
推
進
す
る
た
め
各
種
補
助
事
業
を

積
極
的
に
活
用
す
る
ほ
か
、
本
年
度

よ
り
３
年
間
を
か
け
て
地
域
の
様
々

な
場
で
減
災
と
地
域
防
災
力
の
向
上

の
た
め
の
活
動
を
行
い
、
地
域
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
各
地
域
に
防

災
士
を
養
成
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
は
、
防
災
士
の
協
力
を

得
な
が
ら
自
主
防
災
会
と
更
な
る
連

携
を
図
る
と
と
も
に
各
自
主
防
災
会

活
動
の
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
、
今

後
高
い
確
率
で
発
生
が
予
測
さ
れ
て

お
り
ま
す
南
海
地
震
等
大
規
模
災
害

に
備
え
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
間
伐
材
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
で
あ
る
木
質
ペ
レ
ッ

ト
の
利
用
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
と
の
質
問
で
あ
り
ま
す
が
、
近
隣
で
す
で
に
木
質
ペ
レ
ッ

ト
の
製
造
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
と
し
て
は
、
西
予
市
、
内
子
町
、
高
知
県
梼
原
町
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
事
例
を
参
考
に
し
て
ペ
レ
ッ
ト
と
灯
油
を
比
較
し
た
場
合
、
同

じ
熱
量
を
確
保
す
る
に
は
現
在
の
灯
油
の
価
格
で
は
若
干
ペ
レ
ッ
ト
の
方
が
安
価
に
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
も
原
油
価
格
の
変
動
の
範
囲
内
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ペ
レ
ッ
ト
製
造
施
設
を

建
設
す
る
に
は
、
７
千
万
円
か
ら
最
高
２
億
５
千
万
円
の
巨
額
の
初
期
投
資
が
必
要
で
あ
り
、

併
せ
て
施
設
を
管
理
す
る
民
間
企
業
の
有
無
、
ペ
レ
ッ
ト
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
等
、

検
討
す
べ
き
事
項
、
克
服
す
べ
き
問
題
が
山
積
し
て
お
り
、
す
ぐ
に
ペ
レ
ッ
ト
製
造
施
設
を

導
入
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ペ
レ
ッ
ト
を
は
じ

め
と
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
は
、
森
の
国
を
標
榜
す
る
本
町
に
と
っ
て
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
森
林
再
生
事
業
、
環
境
保
全
事
業
の
一
環
と
し
て
、
今
後
も
前

向
き
に
検
討
す
べ
き
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
発
電
を
含
め

た
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
の
試
験
的
導
入
、
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
の
公
共
施
設
や
一
般
家
庭
へ
の

設
置
費
用
の
一
部
補
助
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
必
要
性
の
普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
が

第
一
歩
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
は
、
豊
か
な
天
然
資
源
を
背
景
と
し
た
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
眠
っ
て
い
ま

す
。
森
岡
議
員
の
質
問
へ
の
答
弁
と
重
複
し
ま
す
が
、
水
力
、
風
力
、
太
陽
光
と
併
せ
て
、

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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３
月
18
日
㈰
虹
の
森
公
園
は
、
戦
国
時
代
の

武
者
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

10
月
に
行
わ
れ
る
「
森
の
国
戦
国
武
者
伝
走
」

の
モ
ニ
タ
ー
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
た
た
め
で
、
町

内
外
か
ら
15
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

森
の
国
戦
国
武
者
伝
走
は
、
高
速
道
路
の
宇

和
島
延
伸
を
機
に
、
県
境
な
ら
で
は
の
地
域
資

源
を
生
か
し
た
催
し
を
行
お
う
と
す
る
「
森
の

国
戦
国
絵
巻
ま
ち
づ
く
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
駅
伝
大
会
で
、
参
加
者

は
段
ボ
ー
ル
製
の
甲
冑
に
思
い
思
い
の
装
飾
を

施
し
、
そ
れ
を
装
着
し
て
森
の
国
ま
つ
の
に
点

在
す
る
中
世
山
城
な
ど
を
駆
け
め
ぐ
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
朝
か
ら
小
雨
が
ぱ
ら
つ
い
て
い

ま
し
た
が
、
ス
タ
ー
ト
時
に
は
雨
も
上
が
り
、

色
と
り
ど
り
の
お
手
製
甲
冑
に
身
を
包
ん
だ
ラ

ン
ナ
ー
た
ち
は
、ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
い
コ
ー

ス
を
軽
快
に
走
り
、
タ
ス
キ
を
繋
い
で
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
１
回
戦
国
武
者
伝
走
は
10
月
21
日

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
本
大
会
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
、
今
後
大
会
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

競
技
方
法
や
安
全
管
理
、
お
も
て
な
し
、
式
典

等
の
時
代
考
証
な
ど
、
多
く
の
住
民
の
皆
様
の

お
知
恵
と
お
力
を
集
結
し
て
大
会
を
創
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
参
加
の
ご

希
望
や
興
味
の
あ
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

希
望
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
会
実
行
委
員
会

設
立
準
備
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

︻
大
会
実
行
委
員
会
設
立
準
備
事
務
局
︼

　

役
場
産
業
振
興
課　

☎
42
・
１
１
１
１

（
内
線
３
２
０
）

　

教
育
委
員
会
教
育
課
（
内
線
５
１
２
）

武
者
伝
走
結
果

男
子
の
部

１
位　

宇
和
島
ク
ラ
ブ 

２
：
15
：
34

２
位　

松
前
体
協 

２
：
17
：
46

３
位　

鬼
北
川
上
り
軍
団

　
　
　

か
ぁ
ん
ま
ぁ
ん
～ 

２
：
18
：
33

４
位　

吉
田
陣
屋 

２
：
24
：
59

５
位　

戦
国
い
や
し
隊

　
　
　

近
do
！ 

２
：
25
：
27

６
位　

Ｊ
Ｒ
四
国 

２
：
27
：
35

７
位　

立
間　

愛
走
会 

２
：
28
：
05

８
位　

山
下
石
材 

２
：
35
：
21

９
位　

戦
国
じ
ゃ
こ
て
ん

　
　
　

五
人
衆（
フ
ァ
イ
ブ
） 

２
：
37
：
34

10
位　

セ
ー
ラ
ー
広
告 

２
：
43
：
31

11
位　

走
連
隊 

２
：
49
：
21

12
位　

チ
ー
ム
「
落
武
者
」 

２
：
50
：
26

女
子
の
部

１
位　
愛
媛
女
子
短
期
大
学 

２
：
21
：
33

２
位　

内
子
レ
デ
ィ
ー
ス 

２
：
34
：
51

３
位　
オ
レ
ン
ジ
ク
イ
ー
ン 

２
：
47
：
44

区
間
賞

男
子
の
部

１
区　

河
野　
　

温 

０
：
06
：
13

２
区　

武
田　

元
介 

０
：
16
：
49

３
区　

清
家　

良
洋 

０
：
11
：
13

４
区　

清
家　

寛
樹 

０
：
20
：
58

５
区　

上
田　
　

聡 
 

１
：
15
：
43

女
子
の
部

１
区　

宮
田　

育
美 

０
：
08
：
04

２
区　

河
村　

美
沙 

０
：
20
：
14

３
区　

伊
藤　
　

礼 

０
：
11
：
40

４
区　

渡
辺　

由
衣 

０
：
24
：
40

５
区　

山
内
沙
弥
香 

１
：
16
：
55

ベ
ス
ト
甲
冑
賞

　
　
　

チ
ー
ム｢

落
武
者｣

３
㎞
男
子
フ
リ
ー
の
部

１
位　

石
山　

将
也 

０
：
10
：
06

２
位　

徳
村　

和
久 

０
：
10
：
07

３
位　

河
内　

勇
人 

０
：
10
：
15

４
位　

河
野　

伴
喜 

０
：
12
：
05

５
位　

定
成　

裕
一 

０
：
12
：
51

６
位　

酒
井　
　

亮 

０
：
12
：
58

３
㎞
女
子
フ
リ
ー
の
部

１
位　

稲
見　

志
穂 

０
：
12
：
56

２
位　

猪
野　

蕗
子 

０
：
14
：
11

３
位　

佐
々
木
美
代
子 

０
：
14
：
26

４
位　

三
好　

菜
加 

０
：
14
：
27

５
位　

越
智　

直
美 

０
：
14
：
53

６
位　

末
光　

寛
果 

０
：
15
：
15

10
㎞
男
子
40
歳
未
満
の
部

１
位　

小
木
曽
淳
一 

０
：
32
：
35

２
位　

菊
池　

貴
浩 

０
：
33
：
37

３
位　

谷
川　

延
久 

０
：
33
：
57

４
位　

兵
頭　

喜
基 

０
：
34
：
15

５
位　

田
中　

吉
典 

０
：
34
：
33

６
位　

平
野　

裕
市 

０
：
34
：
52

10
㎞
男
子
40
歳
以
上
の
部

１
位　

廣
光　

輝
之 

０
：
34
：
04

２
位　

石
川　

照
夫 

０
：
36
：
40

３
位　

西
山　

勝
男 

０
：
37
：
46

４
位　

坂
本　

健
一 

０
：
39
：
19

５
位　

近
藤　
　

勝 

０
：
39
：
31

６
位　

菊
池　

貴
洋 

０
：
40
：
01

10
㎞
女
子
40
歳
未
満
の
部

１
位　

笹
井
奈
々
恵 

０
：
43
：
26

２
位　

島
田　

由
香 

０
：
43
：
51

３
位　

戒
能　

由
紀 

０
：
43
：
56

４
位　

小
倉　

美
穂 

０
：
44
：
15

５
位　

藤
井　

奈
美 

０
：
45
：
19

６
位　

秀
野　

友
美 

０
：
46
：
37

10
㎞
女
子
40
歳
以
上
の
部

１
位　

新
堂　

祥
子 

０
：
42
：
05

２
位　

重
松
沙
利
美 

０
：
44
：
32

３
位　

山
崎
は
る
み 

０
：
45
：
56

４
位　

一
柳
小
百
里 

０
：
47
：
46

５
位　

越
智　

明
美 

０
：
47
：
50

６
位　

松
田
紀
美
代 

０
：
48
：
29

桃源郷駅伝の陣　森の国戦国武者伝走
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特集　走れ！走れ！走れ‼

　

４
月
１
日
㈰
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
を
主

会
場
に
「
第
23
回
ま
つ
の
桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
３
㎞
・
10
㎞
・
ハ
ー
フ
（
21
・
０

９
７
５
㎞
）
の
３
コ
ー
ス
17
部
門
と
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
部
門
に
過
去
最
高
の
３
，
４
８
８
人
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
選
手
宣
誓
は
北
海
道
か
ら
ご
参
加
の

坪
田
栄
五
郎
・
香
代
子
ご
夫
婦
で
、
元
気
の
い

い
宣
誓
が
開
会
式
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
「
駆
け
抜
け
よ
う
！
桃
源

郷
ま
つ
の
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
桃
の
花
や
山
桜

の
咲
く
美
し
い
松
野
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
上
位
６
位
ま
で
の
表
彰
の
ほ

か
、
大
会
当
日
が
誕
生
日
の
方
へ
特
別
賞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
恒
例
の
﹃
お
た
の
し
み
抽
選
会
﹄

は
、
事
前
抽
選
会
と
閉
会
式
後
の
大
抽
選
会
の

２
段
階
。
協
賛
各
社
、
各
団
体
提
供
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
大
勢
の
参
加
者
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

︻
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝
︼

　

今
回
も
「
体
育
協
会
」
や
「
婦
人
会
」、「
交

通
安
全
協
会
」等
の
途
中
審
判
員
を
は
じ
め
、「
生

活
研
究
協
議
会
」
や
「
フ
レ
ン
ド
ま
つ
の
」、「
ラ

イ
フ
ま
つ
の
」、「
商
工
会
青
年
部
」、
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
、
森
の
国
の
ア

ピ
ー
ル
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
り
無
事
大
会
運

営
が
で
き
ま
し
た
。

　

協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
周
辺
や
コ
ー
ス
沿
道
で
は
交
通

規
制
等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン
入
賞
者

３
㎞
中
学
生
男
子
の
部

１
位　

佐
藤　

博
朗 

０
：
09
：
38

２
位　

長
山　

真
也 

０
：
09
：
54

３
位　

武
内　

英
介 

０
：
10
：
01

４
位　

伊
藤　

聡
史 

０
：
10
：
05

５
位　

清
家　

大
雅 

０
：
10
：
06

６
位　

河
野　

智
之 

０
：
10
：
07

３
㎞
中
学
生
女
子
の
部

１
位　

樋
口　
　

希 

０
：
10
：
26

２
位　

是
澤
磨
莉
乃 

０
：
10
：
35

３
位　

黒
田　

彩
夏 

０
：
10
：
35

４
位　

徳
永
美
佐
希 

０
：
10
：
41

５
位　

徳
永
真
紗
希 

０
：
11
：
11

６
位　

廣
光　

と
も 

０
：
11
：
30

３
㎞
小
学
生
高
学
年
男
子
の
部

１
位　

河
野　

聖
也 

０
：
10
：
52

２
位　

武
内　

伶
郎 

０
：
10
：
54

３
位　

廣
光　

諒
輔 

０
：
11
：
00

４
位　

佐
野　
　

樹 
 

０
：
11
：
26

５
位　

三
好　

泰
生 

０
：
11
：
31

６
位　

吉
松　

央
人 

０
：
11
：
31

３
㎞
小
学
生
高
学
年
女
子
の
部

１
位　

平
田　

美
幸 

０
：
11
：
45

２
位　

岡
田　

佳
奈 

０
：
12
：
05

３
位　

間
城　

綾
夏 

０
：
12
：
06

４
位　

河
内
彩
衣
琉 

０
：
12
：
12

５
位　

山
本　

玲
奈 

０
：
12
：
17

６
位　

大
野　

愛
純 

０
：
12
：
25

３
㎞
小
学
生
低
学
年
の
部

１
位　

上
田　

芽
生 

０
：
11
：
39

２
位　

武
田　

大
輝 

０
：
11
：
47

３
位　

宮
竹
南
央
哉 

０
：
11
：
56

４
位　

西
岡　

和
哉 

０
：
12
：
00

５
位　

山
﨑　
　

洸 

０
：
12
：
12

６
位　

三
好　

雄
大 

０
：
12
：
16

ハ
ー
フ
男
子
35
歳
未
満
の
部

１
位　

清
水　

研
光 

１
：
09
：
21

２
位　

宮
野　

正
彦 

１
：
10
：
45

３
位　

山
本　
　

隼 

１
：
11
：
42

４
位　

井
上　

博
義 

１
：
15
：
58

５
位　

高
橋　

慎
吾 

１
：
15
：
58

６
位　

福
嶋　

秀
治 

１
：
16
：
46

ハ
ー
フ
男
子
35
～
44
歳
の
部

１
位　

宮
地　

敏
行 

１
：
15
：
10

２
位　

沼
田　

真
禎 

１
：
17
：
56

３
位　

橋
田　

健
輔 

１
：
21
：
06

４
位　

西
岡　

耕
一 

１
：
21
：
47

５
位　

渡
部　

幸
雄 

１
：
22
：
02

６
位　

林　
　

将
生 

１
：
22
：
11

ハ
ー
フ
男
子
45
～
54
歳
の
部

１
位　

関
家　

高
志 

１
：
16
：
14

２
位　

武
田　

元
介 

１
：
20
：
41

３
位　

谷
山　
　

徹 

１
：
21
：
04

４
位　

松
本　

清
二 

１
：
21
：
46

５
位　

高
岡　

正
直 

１
：
22
：
06

６
位　

小
西　

義
男 

１
：
22
：
12

ハ
ー
フ
男
子
55
歳
以
上
の
部

１
位　

山
岡　

輝
夫 

１
：
25
：
58

２
位　

沖　
　

幸
治 

１
：
27
：
14

３
位　

大
山　

忠
徳 

１
：
27
：
28

４
位　

井
上　

繁
光 

１
：
28
：
27

５
位　

上
岡　

信
也 

１
：
29
：
42

６
位　

細
川　

博
義 

１
：
30
：
12

ハ
ー
フ
女
子
40
歳
未
満
の
部

１
位　

細
川
江
梨
子 

１
：
24
：
22

２
位　

門
口
よ
し
み 

１
：
26
：
29

３
位　

浅
野
み
ゆ
き 

１
：
30
：
08

４
位　

大
塚
あ
か
り 

１
：
33
：
07

５
位　

上
杉　

光
代 

１
：
36
：
02

６
位　

木
本　

喜
子 

１
：
37
：
14

ハ
ー
フ
女
子
40
歳
以
上
の
部

１
位　

小
笠
原
陽
子 

１
：
30
：
19

２
位　

桂　
　

公
子 

１
：
30
：
44

３
位　

毛
利　

千
里 

１
：
34
：
45

４
位　

重
松
由
紀
枝 

１
：
34
：
56

５
位　

川
田　

洋
美 

１
：
38
：
41

６
位　

三
原　

晶
子 

１
：
39
：
15

第23回まつの桃源郷マラソン大会
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森の国だより

落
語
二
人
会

天
ヶ
滝
公
園
で
桜
ま
つ
り

　

４
月
９
日
㈪
奥
野
川
天
ヶ
滝
公
園
で
桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
桜
ま
つ
り
は
、
地
元
有
志
（
上
岡
昭
彦
分
館
長
）
の
み
な
さ
ん
が
、
地
域
の
活
性
化

と
交
流
を
深
め
よ
う
と
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

会
場
で
は
、
奥
野
川
特
産
の
手
づ
く
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
や
甘
酒
、
焼
き
と
り
・
焼
き
牡
蠣
な

ど
の
販
売
が
行
わ
れ
満
開
の
桜
を
見
な
が
ら
舌
づ
つ
み
を
う
つ
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

桜
吹
雪
の
舞
う
会
場
内
に
は
、
餅
つ
き
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
特
設
さ
れ
、
阪
本
町
長
は
じ
め

参
加
者
が
杵
を
ふ
る
っ
て
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
地
元
の
み
な
さ
ん
は
、
天
ヶ
滝
は
、
日
本
橘
の
原
木
と
秋
の
も
み
じ
が
有
名
で

す
が
、
桜
の
名
所
で
あ
る
こ
と
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

絶
好
の
花
見
日
和
と
な
っ
た
天
ヶ
滝
公
園
に
は
、
帰
省
客
や
町
内
外
地
か
ら
参
加
者
し
た

み
な
さ
ん
の
楽
し
そ
う
な
声
が
響
き
な
ご
や
か
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

松
野
町
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
主
催
の
落
語
二
人
会
が
、
３
月
19
日
㈪
に
吉
野
生

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に
生
の
落
語
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た
だ
こ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
約
１
５
０
人
の
高
齢
者
が
参
加
し
、
春
雨
や
雷
蔵
師
匠
と
落
雷
さ
ん
に
よ
る
落

語
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

現
役
の
お
医
者
さ
ん
で
あ
る
落
雷
さ
ん
の
医
療
講
話
や
古
典
落
語
「
長
屋
の
花
見
」、
雷
蔵

師
匠
お
得
意
の「
お
婆
さ
ん
落
語
」に
手
を
た
た
い
て
笑
う
み
な
さ
ん
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

吉
野
地
区
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
落
語
会
に
は
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
や
民
生
委
員
の
呼
び
か
け
で
松
丸
地
区
、
目
黒
地
区
か
ら
も
大
勢
の
参
加
者
が
あ
り
久

し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
知
り
合
い
と
楽
し
く
語
ら
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
は
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
催
し
を
企
画
検
討
し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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平成23年度　松野町給与・定員管理等の公表について

松野町 全国町村平均
85

100

95

90

類似団体平均

(H21)
（H23）
91.891.6

（H18）
（H18）
92.3

(H21)（H23）
94.4 （H18）

93.793.5

（H23）
95.3

区　分
住民基本台帳人口
（平成22年度末）

歳出額
　　　Ａ

実質収支
人件費

　　　Ｂ
人件費率

　　Ｂ／Ａ
　（参考）

21年度の人件費率
年　度

22
　　　　　　　人

4,478
　　　千円
3,326,070

　　　千円
146,369

　　　千円
562,760

　　　％
16.9

　　　　　　％
18.6

１　総　括
　⑴　人件費の状況（普通会計決算）

区　分
職員数

　　　Ａ
給　　　与　　　費 一人当たり給与費

Ｂ／Ａ
（参考）類似団体平均

１人当たり給与費給　料 職員手当 期末勤勉手当 　　計　　Ｂ
年　度

22
　　人

62
　　　千円

232,505
　　　千円

25,230
　　　千円

80,047
　　　千円

337,782
　　　千円

5,448
　　千円

5,523

　⑵　職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　　２　職員数は、平成22年４月１日現在の人数です。

　⑶　特記事項　なし

　⑷　ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

（注）１　 ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした
場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

　　　２　 類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団
体のラスパイレス指数を単純平均したものです。

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
松　野　町 　　42.3　歳 　309,694　円 　333,895　円
愛　媛　県 　　45.0　歳 　359,447　円 　454,547　円

国 　　42.3　歳 　327,205　円 　397,723　円
類似団体 　　42.7　歳 　312,748　円 　342,278　円

区　分
公　　　　　務　　　　　員

平均年齢 職員数 平均給料月額 平均給与月額
松　野　町 　※歳 ※人 　※　円 　※　円
愛　媛　県 48.3歳 333人 　343,723　円 　388,163　円

国 49.5歳 3,689人 　283,862　円 　321,662　円
類似団体 49.3歳 3人 　285,673　円 　301,549　円

（注）１ 　「平均給料月額」とは、平成23年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。
　　 ２ 　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したもので、

地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。
　　 ３　個人情報保護の観点から、対象となる職員が３人未満の場合は、アスタリスク（※）で表示しています。

　②　技能労務職

区　　　分 1　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級
１ 号 級 の 給 料 月 額 136,183 186,598 223,858 263,026 290,443
最 高 号 給 の 給 料 月 額 244,747 310,529 357,932 391,777 404,230

（注）給料月額は、給与抑制措置を行う前のものです。

２　一般行政職給料表の状況（平成23年４月１日現在） （単位：円）

３　職員の平均給与月額、初任給等の状況
　⑴　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成23年４月１日現在）
　①　一般行政職

　⑵　職員の初任給の状況（平成23年４月１日現在）
区　　分 松野町 愛媛県 国

一般行政職
大 学 卒 172,940　円 172,940　円 172,200　円
高 校 卒 140,702　円 140,702　円 140,100　円

技能労務職
高 校 卒 137,789　円 137,789　円   　―　　円
中 学 卒   　―　　円 122,122　円   　―　　円

区　　分 経験年数10年以上15年未満 経験年数15年以上～20年未満 経験年数20年以上～25年未満

一般行政職
大 学 卒   269,001　円   301,239　円   362,150　円
高 校 卒 　―   275,909　円   305,658　円

技能労務職
大 学 卒 　― 　― 　―
高 校 卒 　― 　― 　―

　⑶　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成23年４月１日現在）

４　一般行政職の級別職員数等の状況
　⑴　一般行政職の級別職員数の状況（平成23年４月１日現在）
区　分 標準的な職務内容 職　員　数 構　成　比
１　級 主 事 補  ・ 主 事 ３人 ６.0％
２　級 主 　 査 ５人 10.0％
３　級 主 任 23人 48.0％
４　級 班 長 ８人 17.0％
５　級 課 長 ９人 19.0％

（注）１　松野町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　  ２ 　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務

です。
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平成23年度　松野町給与・定員管理等の公表について
　⑵　昇給への勤務成績の反映状況
　 　勤務成績により成績率に差をつけることができる規定はあるが、評価者訓練が充分とはいえず、公平公正な評

価ができないことにより、人事評価を実施しておらず、昇給区分に差を設けていません。

【参考】勤勉手当への勤務成績の反映状況（一般行政職）
　 　勤務成績により成績率に差をつけることができる規定はあるが、評価者訓練が充分とはいえず、公平公正な評

価ができないことにより、一律による支給としています。

５　職員の手当の状況
　⑴　期末手当・勤勉手当

松　野　町 愛　媛　県 国
１人当たり平均支給額（平成22年度）
　　　　　　　　　　　　　1,365千円

１人当たり平均支給額（平成22年度）
　　　　　　　　　　　  　1,566千円 －

（平成22年度支給割合）
　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　　2.6月分　　　    1.35月分
　　　  （1.45）月分　　   （0.65）月分

（平成22年度支給割合）
　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　　2.6月分　　　    1.35月分
　　　  （1.45）月分　　   （0.65）月分

（平成22年度支給割合）
　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　　2.6月分　　　    1.35月分
　　　  （1.45）月分　　   （0.65）月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　５～15％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　　５～20％
・管理職加算　20～25％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　　５～20％
・管理職加算　10～25％

（注）（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

　⑵　退職手当（平成23年４月１日現在）
松　野　町 国

（支給率）        　自己都合　　　勧奨・定年
勤続20年　　　23.50  月分　　30.55   月分
勤続25年　　　33.50  月分　　41.34   月分
勤続35年　　　47.50  月分　　59.28   月分
最高限度額　　59.28  月分　　59.28   月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特別措置２～20％加算

（支給率）        　自己都合　　　勧奨・定年
勤続20年　　　23.50  月分　　30.55   月分
勤続25年　　　33.50  月分　　41.34   月分
勤続35年　　　47.50  月分　　59.28   月分
最高限度額　　59.28  月分　　59.28   月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特別措置２～20％加算

　⑶　地域手当　　　　該当ありません
　⑷　特殊勤務手当（平成23年４月１日現在）

　⑸　時間外勤務手当
支給実績　　　　　　  　　　（平成22年度決算） 3,129　千円
職員１人当たり平均支給年額（平成22年度決算） 76　千円
支給実績　　　　　  　　　　（平成21年度決算） 2,959　千円
職員１人当たり平均支給年額（平成21年度決算） 68　千円

　⑹　その他の手当（平成23年４月１日現在）

手当名 内容及び支給単価
国の制
度との
異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（平成22年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（平成22年度決算）

扶養手当

・配偶者： 13,000円
・配偶者以外の扶養親族：   6,500円
・配偶者がいない場合扶養親族のうち1人：

11,000円
・扶養親族である子のうち特定期間にある子：
 1人につき5,000円加算

同 6,989　千円 183,921　円

住居手当

・借家、間借居住者    
　　家賃　23,000円以下：
　　　月額から　12,000円を控除した額
　　家賃　23,000円を超：
　　　 月額から23,000円を控除した額の２分の１

（控除した額の２分の１が　16,000円を超え
るときは16,000円）を11,000円に加算した
額

・新築及び購入後５年間　2,500円

異

新築及び
購入後　
５年間：　

2,500円

1,212　千円 151,500　円

通勤手当

・交通機関利用者で、片道２㎞以上
　全額支給限度額　55,000円
　２分の１加算限度額　20,000円
・自動車等利用者・・・一般の場合
  ２～５㎞    2,000円、  ５～10㎞　  4,100円
  10～15㎞    6,500円、15～20㎞　  8,900円
  20～25㎞ 11,300円、25～30㎞　13,700円
  30～35㎞ 16,100円、35～40㎞　18,500円
  40～45㎞ 20,900円、45～50㎞　21,800円
  50～55㎞ 22,700円、55～60㎞　23,600円
  60㎞以上  24,500円

同 1,410　千円 32,790　円

支給実績（平成22年度決算） 5,736　千円
支給職員１人当たり平均支給年額（平成22年度決算） 2,868,000　千円
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成22年度） 2.0　％　

手当の種類（手当数） ２種類
手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価
技能手当 医師 放射線取扱 月額　　89,000円
研究手当 医師 病理生理学の研究事務 月額 　150,000円
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管理職手当

・課長： 21,000円
・班長： 15,400円
・診療所長： 給料月額の14%
・診療所副所長： 給料月額の11%
・看護師長： 給料月額の９%

異
組 織 が 異 な
り 比 較 で き
ない

4,117　千円 164,680　円

管理職特別
勤務手当

・課長： 8,000円
・班長： 6,000円
・診療所長： 8,000円
・施設長： 8,000円

異
組 織 が 異 な
り 比 較 で き
ない

177　千円 59,000　円

児童手当および
子ども手当

・ 生まれた日の翌月から12歳到達後最初の３月まで
  第１子、第２子： ３歳まで　  10,000円

３歳以降　　5,000円
  第３子～： 10,000円
・生まれた日の翌月から15歳到達後最初の３月まで
　子ども１人につき月額： 13,000円

同 6,700　千円 279,167千円

平成23年度　松野町給与・定員管理等の公表について

６　特別職の報酬等の状況（平成23年４月１日現在）
区　分 支　給　額　等 （備考）類似団体における最高額／最低額

給
料 町 長 600,000　円／月 828,000　円／ 280,000　円

報
酬

議 長
副 議 長
議 員

180,000　円／月
150,000　円／月
137,000　円／月

307,000　円／ 150,000　円
251,000　円／ 119,000　円
228,000　円／ 100,000　円

期
末
手
当

町 長
議 長
副 議 長
議 員

（平成22年度支給割合）
2.95　月分

退
職
手
当 町 長 （算定方式）　　　　　　　　　　　 （1期の手当額）　　　　　  　（支給時期）

１カ月につき100分の46　　　　　　13,248,000円　　　　　　　退職の翌月

　　　　　　　　区  分
部  門　　　　　　　　

職     員     数
対前年増減数 主な増減理由

平成22年度 平成23年度

普
通
会
計
部
門

一

般

行

政

部

門

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
農 林 水 産
商 工
土 木

2
14
3

17
7
6
1
3

2
12
2

17
8
6
2
4

　　０
△　２
△　１
　　０
　　１
　　０
　　１
　　１

・ 退職者不補充および職種替職員異動に伴う欠員不補充による職員減
・税務業務の町民課移管に伴い管理職員の減

・新規業務対応のため職員増

・業務強化のため職員増
・その他

小 計 53 53 　　０ (参考）　人口1万人当たり職員数 117人
※類似団体の人口1万人当たりの職員数 162人

特
別
行
政

部
　
　
門

教 育 9 10 　　１ ・業務増による職員増

小 計 9 10 　　１

小　　　計 62 63 　　１ (参考）　人口1万人当たり職員数 137人
※類似団体の人口1万人当たりの職員数 196人

特
別
会
計

部
　
　
門

病　　　院
水　　　道
そ　の　他

11
2
6

12
1
6

　　１
△　１
　　０

・欠員補充による職員増
・その他

小　　　計 19 19 　　０

合　　　　　計 81
［125］

82
［125］

　　１

７　職員数の状況
　⑴　部門別職員数の状況と主な増減理由 （平成23年４月１日現在）

（注）１　職員数は一般職に属する職員数です。
　　  ２　［　　］内は、条例定数の合計です。

　⑵　年齢別職員構成の状況（平成23年４月１日現在）

区 分 20歳
未満

20歳～
23歳

24歳～
27歳

28歳～
31歳

32歳～
35歳

36歳～
39歳

40歳～
43歳

44歳～
47歳

48歳～
51歳

52歳～
55歳

56歳～
59歳

60歳
以上 計

職員数 　　人
0

　　人
0

　　人
1

　　人
７

　　人
8

　　人
17

　　人
10

　　人
９

　　人
12

　　人
7

　　人
10

　　人
0

　　人
81

（注）教育長を除く。

人 人

　⑶　職員数の推移
年　度　

　部　門 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 過去５年の増減数/率
一 般 行 政 67 63 61 56 53 53 △14 △20.90%
教 　 　 　 育 10 9 9 9 ９ 10 0 0.00%
普 通 会 計 77 72 70 65 62 63 △14 △18.18%
特 別 会 計 計 19 18 21 20 19 19 0 0.00％

総　 合　 計 96 90 91 85 81 82 △14 △14.58%
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まちの掲示板
　

春
う
ら
ら
、
春
風
と
共
に
４
月
よ
り
中
央
診
療
所
に
勤

務
さ
せ
て
頂
き
ま
す
嶋
本
で
す
。

　

生
ま
れ
は
土
佐
、
中
学
校
よ
り
愛
媛
県
で
生
活
し
た
後
、

自
治
医
科
大
学
（
栃
木
県
）
で
医
学
を
学
び
、
西
予
市
立

宇
和
病
院
、
県
立
南
宇
和
病
院
勤
務
に
勤
務
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
松
野
町
に
赴
任
し
て
よ
う
や
く
学
生
時
代
よ
り

希
望
し
て
い
た
往
診
診
療
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
幸
せ
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

趣
味
は
マ
ラ
ソ
ン
で
す
。
今
年
は
是
非
、
愛
媛
マ
ラ
ソ

ン
に
「
松
野
町
チ
ー
ム
」
で
参
加
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

楽
し
い
宴
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

微
力
な
が
ら
町
民
の
皆
様
に
笑
顔
の
保
健
、
福
祉
、
医

療
を
提
供
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
新
規
採
用
職
員
と
し
て
保
健
福
祉
課
に

配
属
に
な
り
ま
し
た
松
崎
寛
史
で
す
。
社
会
人
と
し
て
至

ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
早
く
仕
事
に

慣
れ
、
効
率
よ
く
こ
な
せ
る
よ
う
毎
日
努
力
し
ま
す
。

　

産
業
振
興
課
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
有
馬
宗
佑
で
す
。

松
野
町
の
発
展
の
た
め
一
生
懸
命
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
央
診
療
所
に
嶋
本
先
生
が
着
任

松
野
町
役
場
に
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
風

中
央
診
療
所
副
所
長　

嶋
本　
純
也 

先
生

保
健
福
祉
課
配
属　

松
崎　
寛
史 

さ
ん

産
業
振
興
課
配
属　

有
馬　
宗
佑 

さ
ん

ま
た
、
県
・
市
町
職
員
相
互
併
任
事
業
に
よ
り
、
愛

媛
県
職
員
３
名
が
松
野
町
職
員
の
辞
令
交
付
を
受
け

ま
し
た
。

町民課配属
亀岡　史典 さん

町民課配属
伊藤　一秀 さん

町民課配属
高石　圭一 さん



17 ２０１２.５月

まちの掲示板

４月から町内の小中学校に新しい先生が赴任しました！
毛利　賢治　教頭　　（左上）
　23年ぶりに西小学校で勤務することになりました。
当時、小学生だった皆さんが保護者となり、再会できて、
とても懐かしいです。よろしくお願いします。
吉本　　史　教諭　　（左下）
　初めての松野町勤務となります。松野のいいところ
再発見! 西小の子どもたちとがんばります。
永井　　悟　教諭　　（右上）
　たくさんの松野町の子どもたちと一緒に勉強したり
遊んだりしたいと思います。よろしくお願いします。
浅田　直子　講師　　（中下）
　松野町は初めてです。子どもたちと元気いっぱいが
んばりたいと思います。よろしくお願いします。
岡本　陽子　専門員　（右下）
　６年ぶりに帰ってきました。がんばって仕事をした
いと思います。よろしくお願いします。

丸山　順二　教頭　　（右）
　約30年ぶりの東小勤務。なつかしさで気持ちが若返
りました。よろしくお願いします。

渡邊登紀子　教諭　　（左）
　元気な子どもたちに負けないよう、元気に笑顔でが
んばります。よろしく願いします。

桐島日出夫　校長　　　　（左）
　16年ぶりに松野南小学校に帰ってきました。
　素直な11名の子どもたちに元気をもらっています。
酒井　隆仁　教諭　　　　（中）
　松野町での勤務は、初めてです。
　子どもたちの澄んだ歌声に感動しました。
　よろしくお願いします。
稲田　成美　養護助教諭　（右）
　養護助教諭としての初めの第一歩。
　この松野南小で踏み出すことができることを
　うれしく思っています。よろしくお願いします。

山本　浅幸　校長　（左）
　今日も行きたい、今日も行かせたい、今日も働きた
い学校を合い言葉に、次代を託せる心豊かでたくまし
い生徒の育成に努めます。

毛利　正寛　教頭　（右）
　緑豊かな松野町でお世話になることを、心からうれ
しく思っております。生徒や先生方と、一生懸命頑張
りますのでよろしくお願いいたします。

西
小

東
小

南
小

松
中



11２０１２.５月

まちの掲示板
葛
句
会
三
月
例
会
句
会�

於　

町
民
セ
ン
タ
ー

母
校
よ
り
流
る
る
チ
ャ
イ
ム
麦
青
む 

伊
藤　

富
子　

草
庵
の
奥
の
一
間
や
座
敷
雛 

岡
本　

京
子　

蕗
の
薹
探
し
戻
る
や
け
も
の
道 

金
谷　

重
子　

足
湯
あ
る
山
の
駅
舎
や
菜
種
梅
雨 

金
谷　

文
恵　

川
柳
を
書
き
添
え
友
の
春
便
り 

木
下
三
千
恵　

明
け
染
め
し
深
山
の
里
の
初
音
か
な 

駒
山　

忠
夫　

山
が
ひ
の
杉
の
花
飛
ぶ
曇
り
か
な 

谷　

き
よ
し　

紅
梅
の
苔
む
す
枝
や
深
庇 

布　
　

久
光　

春
泥
を
ひ
と
っ
跳
び
し
て
下
校
の
子 

布　
　

康
江　

春
寒
や
長
袖
シ
ャ
ツ
と
き
れ
ぬ
仲 

ひ
の
た
い
ら　

春
句
会
愉
し
み
と
も
に
苦
し
み
ま
す 

古
谷　
　

香　

つ
く
づ
く
し
甘
辛
く
た
き
朝
餉
と
す 
宮
地
佐
知
子　

山
裾
に
煙
一
筋
春
の
暮 
山
下
ス
ミ
子　

吉
野
句
会
三
月
例
会�

於　

吉
野
生
公
民
館

春
の
月
庭
を
狸
が
素
通
り
す 

赤
松　

午
子　

う
ぐ
ひ
す
を
右
に
左
に
山
の
墓 

稲
谷
キ
ミ
子　

眼
下
に
花
菜
高
速
道
路
通
り
初
め 

上
田
み
ち
子　

木
瓜
咲
き
て
ひ
と
き
は
赤
き
庭
の
隅 

岡
本　

三
葉　

う
ぐ
ひ
す
の
し
き
り
に
鳴
き
て
竹
の
径 

菊
澤　

大
和　

Ｏ
脚
の
老
女
を
う
つ
し
春
鏡 

竹
内
サ
ダ
子　

布団のメンテナンス？
ご注意ください!!

ご注意ください!!

●被害について
　以前より「無料で布団の点検をする」などと称して、高額な布団を強引に契約させるトラブルはありました
が、最近では、大手寝具メーカーを騙って「布団のメンテナンスに来た」などと訪問し、「専用のカバーに取
り替えたほうがいい」などと説明し、高額な商品を購入させるトラブルが発生しています。大手寝具メーカー
の関連会社を名乗ることで、消費者を安心させた上で契約させる悪質な手口で、後で解約しようと連絡しても
電話がつながらないなど、被害回復は困難です。

●アドバイス
☆ 　契約を急がされたり、不安をあおられても業者の説明を鵜呑みにせず、本当に必要なものかどうか判断し、

必要がない場合はきっぱり断りましょう。
☆　不審に思ったときは、すぐに契約したり、代金を支払ったりしないで、慎重に検討しましょう。
☆　心配なときや、トラブルにあった時には、最寄りの消費生活相談窓口に相談しましょう。
☆　高齢者に対しては、普段と違う様子がみられたら、ご家族や周りの方が声をかけましょう。
【消費生活に関する相談窓口】
　松野町産業振興課課　　　　☎42－1116
　愛媛県消費生活センター　　☎089－925－3700

河後森城からこんにちは
山城作業日記

ご
存ぞ
ん

知じ

で
す
か
？

埋ま
い

蔵ぞ
う

文ぶ
ん

化か

財ざ
い

包ほ
う

蔵ぞ
う

地ち

　

河か

後ご

森も
り

城じ
ょ
う

跡あ
と

の
よ
う
な
昔
の
人
々

が
住
ん
で
い
た
施
設
の
あ
と
や
使
っ
て

い
た
道
具
が
土
に
埋
ま
っ
て
い
る
場

所
、
つ
ま
り
遺い

跡せ
き

で
あ
る
可
能
性
が
高

い
場
所
の
こ
と
を
「
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
松
野

町
内
に
は
39
箇
所
が
存
在
し
て
お
り
、

そ
の
種
類
に
は
、
最
も
多
い
城じ
ょ
う

館か
ん

跡
を

は
じ
め
、
墳ふ
ん

墓ぼ

や
集
落
跡
、
生
産
遺
跡
、

散
布
地
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
時

代
も
様
々
で
、
数
千
年
以
上
む
か
し
の

旧き
ゅ
う

石せ
っ

器き

、
縄じ

ょ
う

文も
ん

時
代
か
ら
中
世
、
近

世
に
至
る
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
つ
い
て

は
、
町
教
育
委
員
会
に
位
置
図
や
台
帳

を
備
え
て
お
り
、
こ
の
場
所
で
土
木
工

事
な
ど
を
行
う
場
合
に
は
、
文
化
財
保

護
法
の
規
定
に
よ
り
60
日
前
ま
で
に
届

出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
計

画
の
あ
る
場
合
に
は
、
お
早
め
に
町
教

育
委
員
会
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

（
電
話
０
８
９
５
・
42
・
１
１
１
８
）。

な
お
、
そ
れ
以
外
で
あ
っ
て
も
、
工
事

や
掘
削
中
に
土
の
中
か
ら
何
ら
か
の
埋

蔵
文
化
財
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
現

状
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
届
け
出
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
町
教

育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



19 ２０１２.５月

おしらせ　Information

元
気
な
集
落
づ
く
り
応
援
団
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
集
落
活
動
の
担
い
手
が
不
足
す
る
集
落
に

対
し
て
、
民
間
企
業
・
大
学
等
で
組
織
す
る
応
援
団
を

マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
集
落

活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

応
援
団
派
遣
に
は
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
草
刈

り
、
水
路
の
清
掃
、
地
域
行
事
の
支
援
な
ど
、
応
援
団

の
派
遣
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お
気
軽
に
市
町
の
地
域

振
興
担
当
窓
口
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

県
庁
地
域
政
策
課

☎
　
０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
６
１

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
3₁
日
で
す

﹇
行
政
相
談
﹈

◆
と　

き　

５
月
10
日
㈭

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

◆
内　

容　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

◆
相
談
員　

有
馬
節
男
（
行
政
相
談
員
）

﹇
心
配
ご
と
相
談
﹈

◆
と　

き　

５
月
10
日
㈭

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

◆
内　

容　

心
配
ご
と
相
談

◆
相
談
員　

民
生
児
童
委
員

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
の
登
録
名
義
人
の
方
に
そ

の
年
度
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
納
め
る
税
額
の
ほ
か
に
延

滞
金
も
併
せ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
お
近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
地
方
局
で
お

納
め
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
県
の
自
動
車
税
は
納
期
限
内
で
あ
れ
ば
コ
ン

ビ
ニ
で
の
支
払
い
が
可
能
で
す
の
で
積
極
的
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
障
害
者
の
方
を
対
象
と
し
た
減
免
制
度
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
愛
媛
県
南
予
地
方
局
税
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

愛
媛
県
南
予
地
方
局
税
務
課

☎　

０
８
９
５
・
22
・
２
５
０
２

２
０
１
７
年
愛
媛
国
体
愛
称・ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集

　

平
成
29
年
に
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
る
愛
媛
国
体
を
象

徴
し
、
広
く
県
民
に
愛
さ
れ
る
よ
う
な
愛
称
・
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
募
集
し
ま
す
。
最
優
秀
各
１
点
、
優
秀
各
３
点

を
選
定
し
、
賞
金
及
び
賞
状
を
授
与
し
ま
す
。
ま
た
、

応
募
者
の
中
か
ら
１
０
０
名
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま

す
。

募
集
期
間　

～
６
月
15
日
㈮

応
募
方
法　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
問
へ

問　

県
庁
国
体
準
備
課
（
松
山
市
一
番
町
４
︱
４
︱
２
）

　
☎
　　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
７
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
７
２
９

平
成
24
年
度
子
育
て
支
援︵
つ
く
し
ん
ぼ
︶参
加
者
募
集

南
楽
園
花
菖
蒲
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

町
内
在
住
で
、
保
育
園
に
入
っ
て
い
な
い
お
子
さ
ん

を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん
方
、
支
援
セ
ン
タ
ー
に
遊
び
に

来
て
み
ま
せ
ん
か
？
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
情
報
交

換
を
し
た
り
と
、
気
楽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

参
加
費
は
無
料
で
す
。

（
６
ヶ
月
の
お
子
さ
ん
か
ら
利
用
出
来
ま
す
）

火
・
金　
　
　
（
９
：
30
～
11
：
30
）

　

室
内
遊
び
、
園
庭
遊
び
、
お
散
歩
。
絵
本
、
紙
芝
居
…

月
・
水
・
木
（
９
：
30
～
15
：
00
）

　

自
由
開
放
＊　

御
自
由
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

問　

松
野
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎　

０
８
９
５
・
42
・
０
２
０
４

　

園
内
２
か
所
の
菖
蒲
園
で
は
３
万
株
25
万
本
の
花
菖

蒲
が
咲
き
競
い
ま
す
。
さ
つ
き
（
３
万
６
千
株
）
も
楽

し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
園
内
で
は
岩
藤
隆
紀
作
陶
展
や
お
茶
席
、
特

産
品
販
売
な
ど
も
催
し
て
お
り
ま
す
。

期　
　

間　

５
月
26
日
㈯
～
６
月
10
日
㈰

場　
　

所　

愛
媛
県
宇
和
島
市
津
島
町
近
家
甲
１
８
１
３

　
　
　
　
　

日
本
庭
園
「
南
楽
園
」

開
園
時
間　

９
：
00
～
17
：
00

入　
園　
料　

大
人
：
３
０
０
円　

子
供
１
５
０
円

　
　
　
　
　

20
名
様
以
上
２
割
引
き
（
特
割
あ
り
）

　
☎
　　

０
８
９
５
・
32
・
３
３
４
４

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
９
５
・
32
・
４
７
０
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.nanreku.jp/
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おしらせ　Information

「
知
事
と
み
ん
な
の
愛
顔
で
ト
ー
ク
」
の
傍
聴
者
募
集

　

愛
媛
県
で
は
、
知
事
が
地
域
に
出
か
け
、
地
域
住
民

と
気
軽
に
意
見
交
換
を
行
い
、
地
域
の
意
見
・
要
望
を

把
握
し
、
可
能
な
も
の
か
ら
県
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く

た
め
、次
の
と
お
り
「
知
事
と
み
ん
な
の
愛
顔
（
え
が
お
）

で
ト
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
議
で
は
、「
愛
顔（
え
が
お
）あ
ふ
れ
る
愛
媛
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、
知
事
が
地
域
の
皆
様
方
に
直
接
お
話
し
し

ま
す
。

　

傍
聴
さ
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

平
成
24
年
５
月
28
日
㈪

　
　
　
　

14
：
30
～
５
：
00

会　

場　

松
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

定　

員　

50
名
（
先
着
順
）

申
込
方
法

　

５
月
25
日
㈮
ま
で
に
郵
便
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
（
連

絡
）
し
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

南
予
地
方
局
地
域
政
策
課

　
　
　
　
　

☎　
　

０
８
９
５
・
22
・
５
２
１
１

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
８
９
５
・
25
・
３
７
２
４

　
　
　
　

E-m
ail　

nan-seisaku@
pref.ehim

e.jp

子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
期
間
延
長
の
お
知
ら
せ

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
補
助
を
、
平
成
25
年

3
月
31
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
予
防
接
種
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
か
な

い
任
意
接
種
で
す
。
効
果
や
副
反
応
等
に
つ
い
て
医
師

か
ら
説
明
を
受
け
、
十
分
理
解
し
た
う
え
で
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
10
月
１
日
よ
り
３
年
間
、
後
納
保
険
料
の

納
付
が
で
き
ま
す
。

　

昨
年
８
月
10
日
に
公
布
さ
れ
た
年
金
確
保
支
援
法
で

は
、
国
民
年
金
に
関
し
て
、
時
効
に
よ
っ
て
納
付
で
き

な
く
な
っ
た
一
定
期
間
の
保
険
料
を
本
人
の
希
望
に
よ

り
納
付
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
取
扱
い
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
扱
い
は
、
平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
３
年
間

に
限
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

保
険
料
の
後
納
の
特
例
措
置

　

国
民
年
金
の
毎
月
の
保
険
料
は
、
翌
月
末
日
ま
で
に

納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
険
料
を
滞

納
し
た
場
合
に
は
、
２
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
２
年
を
経
過
す
る

と
時
効
に
よ
り
納
付
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
の
適
用
を
受
け
た
り
、
学

生
納
付
特
例
や
若
年
者
納
付
猶
予
の
適
用
を
受
け
た
場

合
に
は
、
免
除
な
ど
の
適
用
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料

の
全
部
ま
た
は
一
部
を
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
追
納
は
、
10
年
前
の
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
追
納
す
る
保
険
料
の

額
は
、
３
年
度
以
上
前
の
分
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す

る
場
合
に
は
、
当
時
の
保
険
料
の
額
に
一
定
の
加
算
が

行
わ
れ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
保
険
料
の
後
納
の
特
例
措
置
は
、
こ
の
保
険

料
の
追
納
と
は
別
に
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
被
保
険

者
を
対
象
に
し
た
も
の
で
、
今
年
の
10
月
１
日
か
ら
３

年
以
内
の
期
間
に
限
っ
て
保
険
料
の
後
払
い
（
後
納
）

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
特
例
措
置
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ

る
人
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
、
平
成
24

年
10
月
１
日
か
ら
３
年
間
に
限
っ
て
、
過
去
２
年
分
だ

け
で
な
く
過
去
10
年
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
お
知
ら
せ

健
や
か
に
、
し
な
や
か
に
３
Ｂ
体
操
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
し
ょ
う
！
３
Ｂ
体
操
の
体
験
教
室
を
開
き
ま
す
。

　

３
Ｂ
体
操
は
ボ
ー
ル
・
ベ
ル
・
ベ
ル
タ
ー
と
い
う
３

つ
の
手
具
を
使
っ
て
音
楽
に
合
せ
体
操
を
行
い
ま
す
。

　

中
高
年
の
女
性
に
ぴ
っ
た
り
の
楽
し
い
運
動
で
す
。

　

体
験
教
室
は
無
料
で
す
。
み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に

３
Ｂ
体
操
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
な
が
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

現
在
吉
野
地
区
で
は
、
50
代
か
ら
70
代
ま
で
の
女
性
14

人
が
毎
週
火
曜
日
の
夜
の
ダ
ン
ス
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

で
健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

体
験
教
室
の
予
定

日　

時　

５
月
の
各
火
曜
日

　
　
　
　
（
１
日
・
８
日
・
15
・
22
日
・
29
日
）

時　

間　

19
：
30
～
20
：
30
（
お
お
む
ね
１
時
間
）

場　

所　

吉
野
生
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員　

20
名
（
先
着
順
）

問　

吉
野
生
公
民
館　

☎
42
・
０
８
０
１

子宮頸がん予防ワクチン ヒブワクチン 小児用肺炎球菌ワクチン

対象者

・中学１年生
・ 中学２年生から高校２年生相

当年齢の女性で未接種の方
（※高校２年生に限っては、平
成24年３月31日までに１回目ま
たは２回目を接種した方）

生後２か月以上５歳未
満で未接種の乳幼児

生後２か月以上５歳未
満で未接種の乳幼児

接種方法
など

・ ワクチン名「サーバリックス」
を選択された場合：初回、１ヶ
月後、初回から６カ月後の３
回接種

・ ワクチン名「ガーダシル」を
選択された場合：初回、２ヶ
月後、初回から６カ月後の３
回接種

ただし、いずれか同一のワクチ
ンで接種すること
※どちらのワクチンを選択するか
は、接種医と相談してください。

接種開始時期と接種回数

・２か月以上７カ月未満
４回

・７カ月以上12カ月未満
３回

・１歳以上５歳未満
１回

・２か月以上７カ月未満
４回

・７カ月以上12カ月未満
３回

・１歳以上２歳未満
２回

・２歳以上５歳未満
１回

問　松野町役場保健福祉課
☎　0895－42－0708



21 ２０１２.５月

おしらせ　Information

松野中学校改築事業について

　現在の松野中学校は、昭和44年に竣工して以来、約43年が経過しました。これまで、耐震診断等を実施した結果、

文部科学省の耐震化の指針で要求されている耐震判断値を満足していないことから、耐震化の必要性が判明いたし

ました。

　このような状況を踏まえ、生徒の安全を守り、良好な教育環境の確保を図るとともに、避難所としての機能を付

加し、地域住民の安全と安心を確保するため、中学校校舎の改築をおこないます。

　新校舎は、木造（一部ＲＣ造）一部二階建で約2,900㎡の規模となります。木材は町内をはじめ地域材を多く利用

することとしております。また、太陽光発電システムの設置も予定しており、自然エネルギーの活用と環境教育の

推進にも繋げることとしております。

　校舎改築のスケジュールとしましては、仮設校舎建設からはじまり、特別教室棟の解体、新校舎建設、管理教室棟・

仮設校舎解体等の工事が予定されており、平成26年３月には外溝工事を含めた全ての工事が完了する予定となって

おります。特に、これまで地域のシンボルとして親しまれてきた「現松野中学校」の内、特別教室棟は今夏には解

体されることとなります。町民の皆さまには、それぞれの思いがあることと思いますが、外回り周辺の見学はいつ

でも出来ますので、この機会に是非ご覧いただければと思います。なお、敷地内からの見学を希望されます場合には、

中学校事務室へ声をかけていただければと思います。

　工事期間中は、町民の皆さま方にはご迷惑をお掛けいたしますが、本事業につきましてご理解・ご協力をいただ

きますようお願い致します。

松野町教育委員会現
在
の
松
野
中
学
校
校
舎



◇世帯数
　1,984世帯（－10世帯）
◇総人口
　4,392人 （－32人）
　男2,078人　女2,314人

（３月中の異動）
　出生　１人　死亡　４人
　転入　16人　転出　51人

平成24年３月31日現在

町 の 人 口

ご
寄
付
お
礼

（
３
月
31
日
現
在
、
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

金
一
封
　
長
山
　
良
子
　
豊
　
岡

金
一
封
　
毛
利
　
達
晴
　
豊
　
岡

金
一
封
　
山
口
　
利
廣
　
豊
　
岡

金
一
封
　
井
上
　
安
明
　
蕨
　
生

☆
広
報
送
付
お
礼

金
一
封
　
江
川
　
慎
司
　
新
居
浜
市

金
一
封
　
布
　
万
里
子
　
東
京
都

金
一
封
　
小
西
　
　
浩
　
大
阪
府

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

上
家
地
　
村
田　

好
一
　
　
84
歳

吉
　
野
　
柳
野
　
重
行
　
　
63
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

発　行／松野町役場　　編　集／総務課　〒 798-2192　愛媛県北宇和郡松野町大字松丸343　☎0895－42－1111
URL:http://www.town.matsuno.ehime.jp/　　E-mail:m-soumu@town.matsuno.ehime.jp

５月の行事予定

５/６㈰　春の滑床自然観察登山
５/13㈰　消防団春期訓練会
５/13㈰　予土うまいもん合戦（場所：虹の森公園）
　　　　　忠政ひろふみとウォーキング（場所：滑床渓谷）
５/28㈪　知事とみんなの愛顔でトーク
　　　　　（コミュニティセンター）

年　月　日
宇　和　島　市

北　宇　和　郡外　科　系 内　　　科　　　系

平成24年５月３日㈷ 市 立 宇 和 島 病 院 外 科
御殿町　☎（25）1111

市 立 宇 和 島 病 院 内 科
御殿町　☎（25）1111

市立宇和島病院小児科
御殿町　☎（25）1111

旭 川 荘 南 愛 媛 病 院
鬼北町　☎（45）1101

平成24年５月４日㈷ 宇和島社会保険病院外科
賀古町　☎（22）5616

宇和島社会保険病院内科
賀古町　☎（22）5616

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

市 立 津 島 病 院
津島町　☎（32）2011

平成24年５月５日㈷ ま す だ ク リ ニ ッ ク
伊吹町　☎（23）6611

松 澤 循 環 器 科 内 科
天神町　☎（22）5858

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

町 立 北 宇 和 病 院
鬼北町　☎（45）1221

平成24年５月６日㈰ 福 島 胃 腸 科 外 科
和霊元町　☎（24）5588

笹 岡 内 科
中央町　☎（24）3886

こ ば や し 小 児 科
長　堀　☎（23）1150

市 立 吉 田 病 院
吉田町　☎（52）0611

平成24年５月13日㈰ 小 川 ク リ ニ ッ ク
丸之内　☎（23）3599

宇 都 宮 内 科 胃 腸 科
栄町港　☎（25）7228

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

大 野 内 科 医 院
鬼北町　☎（45）0141

平成24年５月20日㈰ 植 木 整 形 外 科 医 院
堀端町　☎（22）0022

わたなべハートクリニック
朝日町　☎（25）1717

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

い し む ら 整 形 外 科
鬼北町　☎（20）6635

平成24年５月27日㈰ し ま せ 医 院
保　田　☎（27）1888

くきた内科クリニック
中沢町　☎（26）2260

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

ふ じ い し 医 院
三間町　☎（58）4901

５月の休日当番医

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）（
出
生
児
）（
性
別
）

延
野
々
　
松
岡
啓
太
　
星せ

　
来ら

　
　
女

　
　
　
　
　
　
生
代

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　町内で「焼肉酒家テキサス」という飲食店を営む
清二さんは、音楽やスポーツなど幅広い趣味を持っ
ています。中でも音楽には力をいれているそうで、
昨年はＨＮＫ主催の「第14回熱血！オヤジバトル」
という音楽コンテストに愛媛県代表として参加す
るほどのパフォーマンスと歌唱力を持っています。
　また、清二さんは、まつのご当地グルメ「あぶ
らかすカレー」の開発者でもあります。清二さん
お手製のカレーは県内の放送局が取材にくるほど
大人気で、先日松山市で行われたイベントでもあっ
という間に売り切れたそうです。
　多才で、何事にも積極的に取り組む清二さんの
これからの活躍に乞ご期待!!

【コメント】
　私が所長を努める日本バーテンダー協会南予支
所でも、松野町内で講習会やチャリティーカクテ
ルパーティーなどの各種イベントを計画中です。
実行の際には是非ともご参加くださいね。

６月・７月生まれの町民を募集します！
　広報まつのでは年齢・性別を問わず、誕生日の町民を紹介していきたいと考えています。
掲載を希望される方は、総務課広報担当までご連絡ください。
※都合により掲載できない場合もありますのでご了承ください。
【問合せ先】　☎42－1111（内線221）

谷口 清二さん

　42歳　1970年５月23日生まれ
集
ま
れ
！
５
月
生
ま
れ
！


